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付
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付
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え
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稿
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課
題

連
合
国
最
高
司
令
官
の
要
請
で
来
日
し
た
シ
ャ
ウ
プ
使
節
団
は
、

昭
和
二
四
年
九
月
、
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税
制
に
関
す
る
報
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」
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5
8
、吋出何回
2
0
ロ
ヴ
司
自
白
石
目
富
山
0
6
(
以
下
に
お
い
て
は
「
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
」
ま
た
は
「
勧
告
」
と
略
す
)
を
発
表
し
た
。

こ
の
報
告
書

は
、
第
一
編
第
二
辛
「
国
家
財
政
と
地
方
財
政
と
の
関
係
」
お
よ
び
第
一
一
一
編
付
録
A
「
地
方
団
体
の
財
政
」
に
お
い
て
、
地
方
税
財
政
に

関
す
る
改
革
案
を
提
示
し
て
い
る
。

本
稿
の
テ

l
マ
で
あ
る
一
般
平
衡
交
付
金

(
c
g
R丘一
RE--N三
百
戸
の
お
己
)
ま
た
は
平
衡
交
付
金

(
何
吉
田
ロ
N
由
民

O
H
H
P
8
0
は
こ
の
地
方
財
政
に
関
す
る
改
革
案
の
一
環
と
し
て
提
案
さ
れ
て
い
る
。
「
勧
告
」
に
よ
る
と
、

一
般
平
衡
交
付

金
構
想
は
、
わ
が
国
の
地
方
自
治
の
発
展
の
た
め
に
は
、
貧
富
団
体
聞
の
財
政
力
を
均
等
化
し
、
貧
困
地
方
団
体
の
施
策
の
自
由
を
確
保

(
1〉

す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
認
識
に
も
と
づ
い
て
、
国
か
ら
地
方
へ
の
財
政
援
助
の
手
段
と
し
て
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

「
勧
告
」
は
、
平
衡
交
付
金
を
わ
が
国
の
財
政
上
の
地
方
自
治
の
基
本
的
条
件
と
し
て
位
置
づ
け
た
ば
か
り
で
な
く
、
こ
れ
を
現
実
化
す

る
た
め
の
方
策
や
平
衡
交
付
金
の
算
定
の
し
く
み
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
言
及
し
て
い
る
。

「
勧
告
」
の
一
般
平
衡
交
付
金
構
想
の
提
案
を
う
け
て
制
度
と
し
て
確
立
さ
れ
た
の
が
、
昭
和
二
五
年
五
月
創
設
さ
れ
た
地
方
財
政
平

衡
交
付
金
制
度
で
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
の
地
方
財
政
平
衡
交
付
金
制
度
は
、
昭
和
二
九
年
、

す
る
法
律
」
の
成
立
に
よ
っ
て
、
地
方
交
付
税
制
度
に
改
め
ら
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

「
地
方
財
政
平
衡
交
付
金
法
の
一
部
を
改
正

現
行
の
地
方
交
付
税
制
度
は
、
地
方
財
政
平
衡
交
付
金
制
度
の
変
形
で
あ
る
と
は
い
え
、
そ
の
制
度
的
骨
格
は
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
の
平
衡

交
付
金
構
想
の
流
れ
を
吸
ん
で
い
る
と
い
っ
て
も
よ
く
、
い
わ
ば
、

一
般
平
簡
交
付
金
構
想
は
地
方
交
付
税
制
度
の
原
型
を
な
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
地
方
交
付
税
制
度
は
、
も
は
や
本
来
の
機
能
か
ら
大
き
く
背
離
し
、

い
ろ
い
ろ
な
面
で
破
綻
に
瀕
し
て
い

〈

3
)

て
、
今
や
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
の
一
般
平
衡
交
付
金
構
想
と
は
似
て
非
な
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
、
と
糾
弾
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

こ
の
よ
う
に
き
び
し
い
批
判
を
、
つ
け
て
い
る
地
方
交
付
税
制
度
の
改
革
に
つ
い
て
は
、
各
方
面
か
ら
当
面
の
対
策
や
抜
本
的
改
革
案
が

提
示
さ
れ
て
い
一
日
。
こ
れ
ら
の
改
革
案
を
地
方
交
付
税
の
総
額
の
決
め
方
や
各
地
方
団
体
へ
の
配
分
の
仕
方
を
基
準
に
し
て
類
型
化
し
て



み
る
と
、
大
略
次
の
三
つ
の
場
合
に
大
別
で
き
よ
う
。
ま
ず
第
一
は
、
国
税
の
一
定
割
合
に
限
定
す
る
現
行
の
地
方
交
付
税
制
度
の
総
額

の
決
定
の
仕
方
を
維
持
し
な
が
ら
、
シ
ヤ
ウ
プ
勧
告
の
平
衡
交
付
金
構
想
を
生
か
す
方
向
で
、
地
方
交
付
税
制
度
の
欠
陥
を
是
正
し
て
い

こ
う
と
す
る
も
の
で
払
討
。
第
二
は
、
現
行
の
地
方
交
付
税
制
度
の
総
額
の
決
定
方
法
を
国
税
の
一
定
割
合
と
い
う
方
式
か
ら
、
各
地
方

団
体
の
財
政
需
要
額
か
ら
財
政
収
入
額
を
控
除
し
た
差
額
を
積
み
上
げ
て
決
定
す
る
い
わ
ゆ
る
「
下
か
ら
の
積
上
げ
方
式
」
に
改
め
よ
う

ハ
6
〉

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
へ
の
回
帰
を
志
向
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
第
三
は
、
地
方
交
付
税
の
各
地
方
団
体
へ
の

配
分
方
法
を
、
各
地
方
団
体
の
財
政
需
要
額
か
ら
財
政
収
入
額
を
控
除
し
た
差
額
を
基
準
に
配
分
す
る
方
式
か
ら
、
こ
れ
ら
の
財
政
需
要

額
と
財
政
収
入
額
と
を
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
分
離
し
て
平
衡
交
付
金
を
計
算
し
、
こ
れ
を
地
方
団
体
に
配
分
す
る
と
い
う
、
よ
り
単
純
化
し

た
方
式
に
改
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
い
っ
て
み
れ
ば
、
こ
れ
は
地
方
配
付
税
方
式
へ
の
転
聞
を
指
向
し
て
い
る
と
い
え
る

Q

こ
れ

ら
の
三
つ
の
改
革
案
は
、
「
勧
告
」
の
一
般
平
衡
交
付
金
構
想
を
否
定
的
に
考
え
て
い
よ
う
と
、
あ
る
い
は
肯
定
的
に
考
え
て
い
よ
う
と
、

い
ず
れ
も
結
局
は
一
般
平
衡
交
付
金
構
想
を
出
発
点
に
し
て
い
る
と
と
に
は
変
わ
り
な
く
、
こ
れ
ら
の
改
革
案
に
つ
い
て
の
議
論
を
展
開

し
よ
う
と
す
れ
ば
、
ど
う
し
て
も
原
点
に
か
え
っ
て
、

「
勧
告
」
の
一
般
平
衡
交
付
金
構
想
自
体
を
再
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

「
勧
告
」
が
発
表
に
な
っ
た
当
初
か
ら
、
日
本
の
地
方
税
財
政
改
革

(
8〉

の
根
幹
に
か
か
わ
る
画
期
的
改
革
案
と
し
て
究
明
さ
れ
て
き
た
し
、
多
く
の
労
作
も
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
労
作
の
中
か
ら
、
代

さ
て
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
の
一
般
平
衡
交
付
金
構
想
に
つ
い
て
は
、

表
的
な
考
え
方
を
抽
出
し
て
整
理
す
る
と
、
大
略
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
ず
第
一
は
、

一
般
平
衡
交
付
金
構
想
に

お
い
て
は
、
平
衡
交
付
金
の
算
定
要
素
で
あ
る
財
政
需
要
額
や
財
政
収
入
額
の
計
算
面
で
技
術
的
に
難
点
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
ま
た

国
家
財
政
と
の
関
係
で
、

「
理
論
的
」
に
計
算
さ
れ
た
平
衡
交
付
金
の
総
額
が
全
額
確
保
で
き
る
か
ど
う
か
の
実
施
上
の
難
点
が
あ
る
。

シ
ャ
ウ
プ
一
般
平
衡
交
付
金
構
想
の
再
検
討

八
七
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八

こ
の
た
め
、
「
理
想
」
的
に
考
え
だ
さ
れ
た
平
衡
交
付
金
構
想
も
、
今
日
の
資
本
主
義
体
制
の
も
と
で
実
質
的
に
槌
色
せ
ざ
る
を
得
な
い
の

も
当
然
で
あ
ろ
、
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
第
二
は
、
平
衡
受
付
金
構
想
は
、
新
し
い
中
央
集
権
で
も
あ
る
と
い
え
る
が
、
社
会
保
障
に

も
類
似
し
た
最
低
行
政
費
の
保
証
機
能
を
持
っ
て
お
り
、
こ
の
た
め
、
民
主
的
勢
力
が
こ
の
「
構
想
」
の
実
現
を
は
か
り
、
平
衡
交
付
金

の
増
額
を
要
求
す
る
こ
と
も
無
益
で
は
な
い
、
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
第
三
は
、
平
衡
交
付
金
構
想
は
、
わ
が
国
の
地
方
財
政
史
上
、

画
期
的
と
も
い
え
る
優
れ
た
進
歩
的
構
想
で
あ
り
、
地
方
自
治
や
政
治
全
体
の
民
主
化
を
促
進
す
る
可
能
性
を
も
っ
た
も
の
と
し
て
高
く

評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
敷
宿
す
れ
ば
、
大
胆
な
ま
と
め
方
に
な
る
き
ら
い
も
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に

も
い
え
よ
う
。
第
一
の
立
場
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
平
衝
交
付
金
構
想
を
「
理
想
論
」
と
き
め
つ
け
る
傾
向
が
つ
よ
く
、
平
衡
交
付

金
構
想
に
つ
い
て
の
消
極
的
評
価
が
顕
著
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
第
二
の
立
場
は
、
平
衡
交
付
金
構
想
を
、
国
民
の
民
主
的
な
要
求
を
つ

き
つ
け
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
る
民
主
的
運
動
を
盛
り
上
げ
て
、
国
家
を
民
主
的
に
変
革
す
る
一
つ
の
契
機
に
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
濃
厚

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
一
一
一
の
立
場
は
、
平
衡
交
付
金
構
想
を
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
の
一
つ
の
政
治
形
態
と
し
て
の
地
方
自
治

の
民
主
化
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
、
反
独
占
の
足
場
に
成
り
得
る
面
を
強
調
す
る
。
こ
れ
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
国
民
の
要
求
内

容
の
実
現
も
き
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
以
上
に
、
そ
の
要
求
内
容
を
盛
り
込
み
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
制
度
や
し
く
み
を
確
立
す

る
ζ

と
に
重
点
を
置
く
。

つ
ま
り
、
反
独
占
の
テ
コ
た
る
「
う
つ
わ
し
と
し
て
の
民
主
的
「
形
式
」
を
制
度
的
に
と
と
の
え
る
こ
と
を
優

先
的
に
と
り
あ
げ
よ
う
と
す
る
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
第
三
の
立
場
か
ら
平
衡
交
付
金
構
想
の
内
容
全
般
に
わ
た
り
、
早
く
か
ら
詳
細
に
議
論
を
展
開
し
て
き
た
の
は
藤
田

武
夫
教
授
で
あ
り
、
教
授
の
手
に
な
る
一
連
の
労
作
で
あ
る
。
藤
田
教
授
の
議
論
の
展
開
の
仕
方
は
、

「
勧
告
」
の
優
れ
た
内
容
や
進
歩

性
を
勧
告
の
内
容
に
即
し
て
歴
史
的
具
体
的
に
論
述
す
る
こ
と
を
中
心
と
し
て
い
る
。

「
勧
告
」
の
進
歩
性
や
優
れ
た
内
容
を
評
価
す
る



こ
と
に
力
点
を
置
い
て
議
論
を
展
開
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
た
め
、

「
勧
告
」
の
平
衡
交
付
金
構
想
自
体
の
問
題
点
や
限
界
が

明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。

本
稿
は
、
藤
田
教
授
の
業
績
を
ふ
ま
え
て
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
の
平
衡
交
付
金
構
想
を
「
勧
告
」
の
地
方
税
財
政
改
革
案
全
体
の
中
で
位

置
づ
け
、
そ
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
、
平
衡
交
付
金
構
想
の
進
歩
性
と
限
界
及
び
問
題
点
を
浮
彫
り
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

換
ニ
一
一
目
す
れ

ば
、
本
稿
の
特
徴
は
、
平
衡
交
付
金
構
想
に
対
す
る
藤
田
教
授
の
大
局
的
、
臆
見
的
評
価
を
土
台
に
し
て
、
「
勧
告
」
の
内
容
を
詮
索
的
、

内
在
的
に
検
封
し
よ
う
と
す
る
点
に
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
本
稿
は
、
第
一
に
、
平
衡
交
付
金
構
想
が
「
勧
告
」
の
主
張
す
る
財
政
自
治

の
具
体
的
な
改
革
案
の
中
で
整
合
的
に
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
う
る
か
、

つ
ま
り
、
平
衡
交
付
金
構
想
の
理
念
を
「
勧
告
L

の
地
方
税
財
政

改
革
の
基
本
的
考
え
方
に
も
と
さ
つ
い
て
体
系
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
は
、
こ
の
平
衡
交
付
金
構
想
の
理
念
を
も
と

に
、
平
衡
交
付
金
構
想
を
構
成
し
て
い
る
基
本
的
し
く
み
を
検
討
し
、
ま
た
平
衡
交
付
金
と
直
接
間
接
に
か
か
わ
り
合
っ
て
い
て
平
衡
交

付
金
の
成
立
要
件
と
で
も
い
え
る
基
本
的
条
件
と
平
衡
交
付
金
と
の
関
連
を
構
造
的
に
把
え
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
ニ
に
は
、
平
衡
交
付
金

の
構
成
要
素
の
う
ち
で
も
議
論
の
姐
上
に
の
ぼ
る
こ
と
が
も
っ
と
も
多
く
、
平
衡
交
付
金
構
想
の
中
で
核
心
的
な
地
位
を
占
め
る
平
衡
交

付
金
の
算
出
方
法
に
つ
い
て
、
そ
の
意
味
、
内
容
、
問
題
点
を
具
体
的
に
究
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。

(
1
〉
同
時
、
也
、
H

S

V
苦
言
明

P
E
N
g詰

F
H
N
と
め
ぎ
る
遠
足
ロ
苫
岨
〈
C
H
-
T
U
-
N
F
匂・

2
参
照
。

(

2

)

シ
ヤ
ウ
プ
勧
告
以
後
の
日
本
の
地
方
財
政
調
整
制
度
の
発
展
に
つ
い
て
は
、
藤
田
武
夫
町
地
方
財
政
改
革
の
基
本
問
題
』
、

『
日
本
の
地
方
財
政
』
、
一
九
五
六
年
、
同
『
現
代
日
本
地
方
財
政
史
』
(
上
・
中
巻
〉
、
一
九
七
六
、
七
八
年
参
照
。

(
3
)
(
4
)

藤
田
武
夫
「
地
方
交
付
税
の
再
検
討
と
改
革
案
」
(
雑
誌
「
都
市
問
題
」
第
六
八
巻
二
号
及
び
三
号
〉
に
包
括
的
、
系
統
的
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
@
そ
の
他
次
の
よ
う
な
文
献
が
あ
る
@
岩
本
和
秋
「
最
近
に
お
け
る
地
方
交
付
税
制
度
の
問
題
点
」
(
『
現
代
地
方
財
政
論
』
、
一
九
七
O

年
)
、
吉
岡
健
次
「
地
方
交
付
税
制
度
の
特
徴
と
問
題
点
」
(
『
地
方
自
治
と
地
方
財
政
』
、
一
九
七
三
年
)
、
高
橋
清
「
地
方
交
付
税
と
都
市
財
政
」

一
九
四
五
年
、
同

シ
ャ
ウ
プ
-
般
平
衡
交
付
金
構
想
の
再
検
討

八
九



シ
ャ
ウ
プ
一
般
平
衡
交
付
金
構
想
の
再
検
討

九。

(
雑
誌
「
都
市
問
題
」
六

O
l
一
一
)
、
和
田
八
束
「
地
方
交
付
税
制
度
の
役
割
の
変
化
」
及
び
「
地
方
交
付
税
制
度
の
改
正
の
問
題
点
」
弓
現
代
日

本
の
地
方
財
政
』
、
一
九
七

O
年
)
、
坂
本
忠
次
「
地
方
交
付
税
と
財
政
調
整
」
(
吉
岡
・
和
田
編
『
現
代
地
方
財
政
論
』
、
一
九
七
五
年
)
、
高
橋
誠

「
地
方
交
付
税
と
財
政
調
整
」
(
『
住
民
か
ら
み
た
地
方
財
政
白
書
』
、
一
九
七
五
年
)
、
拙
稿
「
戦
後
地
方
財
政
調
整
制
度
の
碁
本
的
性
格
」
(
藤
田

武
夫
教
授
還
歴
記
念
論
集
『
戦
後
地
方
財
政
の
展
開
』
、
一
九
六
八
年
)
及
び
「
地
方
交
付
税
と
財
政
調
整
」
ハ
藤
田
・
門
間
編
『
地
方
財
政
の
畳
間
』
、

一
九
七
六
年
)
@

(
5
)

藤
田
武
夫
教
授
は
前
掲
論
文
に
お
い
て
地
方
交
付
説
改
革
試
案
を
提
示
し
、
そ
の
中
で
、
地
方
交
付
税
の
具
体
的
改
革
案
は
地
方
交
付
税
の
本

来
の
性
格
、
機
能
に
つ
い
て
の
明
確
な
再
認
識
の
上
に
た
っ
て
、
立
案
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
し
、
と
く
に
交
付
税
総
額
の
確
保
に
つ
い
て
、

「
対
象
税
目
を
国
税
金
体
に
拡
大
し
て
、
そ
の
税
収
入
の
一
定
率
を
交
付
税
特
別
会
計
に
繰
入
れ
て
、
交
付
税
額
を
t

安
定
化
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ

る
@
」
と
の
改
革
案
を
示
し
て
い
る

Q

(
6
)

和
問
八
束
教
授
は
「
前
掲
論
文
」
で
交
付
税
制
度
の
将
来
に
つ
い
て
論
じ
、
「
交
付
税
の
改
革
と
い
う
ば
あ
い
、
し
ば
し
ば
主
張
さ
れ
る
こ
と

は
、
平
衡
交
付
金
制
度
へ
の
回
帰
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
平
衡
交
付
金
制
度
は
、
理
論
的
に
も
現
実
的
に
も
、
地
方
自
治
と
地
方
財
政
の
独
立
性
を

も
っ
と
も
よ
く
保
障
す
る
も
の
で
あ
り
、
交
付
税
制
度
へ
の
改
変
い
ら
い
は
、
そ
れ
か
ら
の
議
離
が
し
だ
い
に
大
き
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
主

張
は
ま
こ
と
に
正
当
な
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
へ
の
回
帰
を
主
張
し
て
い
る
@

(
7
〉
林
健
久
「
地
方
交
付
税
の
変
遷
と
問
題
点
に
つ
い
て
」
(
雑
誌
「
地
方
財
政
」
、
一
九
七
七
年
十
一
月
)
に
よ
る
と
、
佐
藤
進
教
授
は
、
「
現
行

算
定
方
式
に
は
中
夫
の
官
僚
の
恋
意
が
入
り
こ
み
や
す
い
こ
と
、
基
準
財
政
需
要
額
の
算
定
方
式
が
余
り
に
複
雑
す
ぎ
る
の
故
に
も
っ
と
単
純
化
を

は
か
る
べ
き
で
あ
る
@
:
:
:
:
:
:
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
租
税
収
入
を
と
り
あ
げ
、
平
均
的
な
一
人
当
た
り
の
租
税
収
入
よ
り
少
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
平
均
ま
で
高
め
る
と
い
う
よ
う
な
単
純
な
や
り
か
た
で
、
中
央
の
官
僚
の
怒
意
を
排
し
、
中
央
主
導
で
は
な
く
、
地
方
団
体
レ
ベ
ル
で
相
互

調
援
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
見
解
を
も
っ
て
い
る
と
披
露
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
佐
藤
進
教
授
は
、
「
財
政
調
整
制
度
の
国
際
比
較
」

ハ
藤
田
・
和
田
・
岸
編
『
地
方
財
政
の
理
論
と
政
策
』
一
九
七
八
年
)
に
お
い
て
、
「
能
力
ベ

l
ス
に
よ
る
配
分
で
は
、
課
税
力
を
と
る
か
、
租
税
以

外
の
経
常
的
地
方
収
入
を
ふ
く
め
た
収
入
力
を
と
る
か
は
と
も
か
く
、
そ
の
確
定
に
そ
れ
ほ
ど
困
難
が
な
い
@
他
方
で
必
要
べ

i
ス
を
重
視
す
る
場

合
に
は
、
必
要
度
と
い
う
と
ら
え
ど
こ
ろ
の
な
い
概
念
を
め
ぐ
っ
て
、
ま
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
と
シ
ピ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
と
い
っ
た
こ
れ
ま
た

確
定
困
難
な
概
念
を
め
ぐ
っ
て
、
国
と
地
方
で
合
意
に
達
す
る
こ
と
が
容
易
で
な
い
。
ま
た
需
要
算
定
の
厳
密
さ
は
、
単
純
性
・
明
確
性
を
犠
牲
に

F
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
達
成
さ
れ
な
い
」
と
論
じ
、
前
述
の
主
張
の
論
拠
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
。



(
8
〉
多
く
の
論
文
は
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
全
体
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
中
で
平
衡
交
付
金
を
と
り
上
げ
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
平
衡
交
付
金
を
直
接
の

対
象
と
し
た
ま
と
ま
っ
た
論
文
と
し
て
は
次
の
文
献
が
あ
る
。
島
恭
彦
「
地
方
財
政
平
衡
交
付
金
の
思
想
と
技
術
」
(
『
現
代
地
方
財
政
論
』
、
一
九

五
一
年
)
、
藤
田
武
夫
「
日
本
に
お
け
る
地
方
財
政
調
整
交
付
金
の
発
達
」
(
「
立
教
経
済
学
研
究
」
、
第
十
三
巻
二
号
、
三
号
)
、
同
「
地
方
財
政
平

衡
交
付
金
の
成
立

H
」
(
「
都
市
問
題
」
、
第
六
四
巻
四
号
〉
及
び
藤
田
武
夫
「
前
掲
書
」
に
お
け
る
シ
ヤ
ウ
プ
平
衡
交
付
金
に
つ
い
て
の
論
述
部
分
、

な
お
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
と
の
関
連
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
文
献
で
は
、
大
内
力
「
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
と
地
方
財
政
」
(
東
京
大
学
「
経
済
学
論
集
」
、
第
十
九

巻
第
六
・
七
号
)
、
鈴
木
武
雄
「
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
と
地
方
財
政
」
(
『
現
代
日
本
財
政
史
』
下
巻
二
)
、
吉
岡
健
次
「
シ
ャ
ウ
プ
税
制
勧
告
の
再
評
価
」

〈
『
現
代
日
本
地
方
財
政
論
』
、
一
九
六
三
年
)
、
藤
田
武
夫
「
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
の
再
評
価
」
〈
「
立
教
経
済
学
研
究
」
、
第
十
七
巻
第
二
号
)
、
宮
島
洋

「
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
の
地
方
財
政
論
」
(
大
内
編
『
地
方
財
政
』
、
一
九
七
六
年
)
等
が
参
考
に
な
る
。

(
9〉
大
内
力
「
前
掲
論
文
」
及
び
宮
島
洋
「
前
掲
論
文
」
に
代
表
さ
れ
る
考
え
方
で
あ
る
が
、
な
と
え
ば
宮
島
氏
は
同
論
文
で
「
確
か
に
、
平
衡
交

付
金
制
度
は
優
れ
た
構
想
で
あ
る
が
、
実
現
す
る
か
否
か
の
鍵
は
地
方
財
政
の
状
態
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
国
の
財
政
状
態
で
あ
る
@
し
た

が
っ
て
、
平
衡
交
付
金
制
度
の
勧
告
に
当
っ
て
、
検
討
す
べ
き
問
題
点
は
む
し
ろ
国
の
財
政
の
中
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
@
少
な
く
と
も
、
シ
ャ

ウ
プ
勧
告
の
平
衡
交
付
金
勧
告
と
そ
れ
に
い
た
る
検
討
は
万
全
な
も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

(
叩
)
島
恭
彦
教
授
は
、
独
占
段
階
の
日
本
に
は
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
の
唱
え
る
「
古
典
的
」
地
方
自
治
を
う
け
入
れ
る
基
盤
は
な
い
、
ま
た
シ
ャ
ウ
プ
勧

告
の
中
に
は
「
古
典
的
」
地
方
自
治
と
新
し
い
中
央
集
権
と
も
い
え
る
地
方
財
政
平
衡
交
付
金
の
思
想
が
併
存
し
て
お
り
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
は
矛
盾

し
て
い
る
、
と
し
た
自
身
の
旧
著
『
地
方
財
政
論
』
を
自
己
批
判
し
た
論
文
「
地
方
自
治
擁
護
の
論
理
」
(
「
経
済
論
叢
」
、
第
七
八
巻
第
三
号
)
の

中
で
、
平
衡
交
付
金
構
想
に
つ
い
て
の
教
授
の
考
え
方
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
@

「
私
達
が
考
え
る
場
合
に
平
衡
交
付
金
の
如
き
財
政
調
整
制
度
を
独
立
税
の
制
度
と
全
く
異
な
る
原
理
の
も
の
と
見
る
こ
と
は
正
し
く
は
な
い
で

あ
ろ
う
@
た
と
え
て
み
れ
ば
経
済
的
独
立
を
要
求
す
る
個
人
が
、
国
家
に
よ
る
社
会
保
障
を
要
求
す
る
こ
と
は
何
等
矛
盾
で
は
な
い
よ
う
に
、
独
立

税
に
よ
っ
て
自
立
し
よ
う
と
す
る
地
方
自
治
体
が
平
衡
交
付
金
の
増
額
を
要
求
す
る
こ
と
は
何
等
矛
盾
で
は
な
い
う

(
口
〉
藤
田
武
夫
教
授
は
前
掲
書
『
現
代
日
本
地
方
財
政
史
ハ
上
巻
)
』
(
ニ

O
一
ペ
ー
ジ
〉
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
@
「
勧
告
の
独
立
税
プ
ラ
ス
地

方
財
政
調
整
制
度
と
い
う
地
方
財
政
改
革
の
構
想
は
、
資
本
優
先
、
反
民
主
主
義
の
多
く
の
要
求
を
包
蔵
し
な
が
ら
も
、
国
民
大
衆
の
要
求
を
中
央

・
地
方
の
行
財
政
の
よ
に
も
り
あ
げ
、
反
独
占
闘
争
の
足
場
と
な
り
う
る
要
素
を
ふ
く
ん
で
お
り
、
こ
れ
を
発
展
き
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
真
に
民

主
的
な
地
方
自
治
を
強
化
し
、
政
治
全
体
を
民
主
化
し
う
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
、
十
分
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
・
ま
た
吉
岡
健
次

シ
ャ
ウ
プ
一
般
平
衡
交
付
金
構
想
の
再
検
討

九



シ
ャ
ウ
プ
一
般
平
衡
交
付
金
構
想
の
再
検
討

九
二

教
授
も
同
様
の
見
解
を
も
っ
て
お
り
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
勧
告
に
も
り
こ
ま
れ
た
民
主
主
義
制
度
が
国
民
大
衆
の
要
求
を
中
央
・
地
方

の
行
政
の
上
に
も
り
あ
げ
、
反
独
占
鶴
争
の
足
場
と
な
り
う
る
側
面
を
も
強
く
も
っ
て
い
た
@
つ
ま
り
、
勧
告
は
反
独
占
的
民
主
主
義
に
つ
な
が
る

側
面
を
も
も
っ
て
い
た
」
会
ロ
何
「
前
掲
書
」
、
主
三
ペ
ー
ジ
〉
@

一
般
平
衡
交
付
金
構
想
の
意
義

(1) 

構
想
の
理
念

シ
ャ
ウ
プ
使
節
団
は
、
約
二
カ
月
に
わ
た
っ
た
日
本
各
地
の
実
地
調
査
と
入
手
し
た
多
く
の
情
報
を
も
と
に
し
て
日
本
の
地
方
財
政
の

現
状
把
握
に
つ
と
め
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
地
方
税
財
政
改
革
案
を
勧
告
い
札
。
こ
の
こ
と
は
、

一
般
平
衡
交
付
金
の
勧
告
に
お
い
て
も

例
外
で
は
な
か
っ
た
。
シ
ャ
ウ
プ
使
節
団
が
平
衡
交
付
金
構
想
を
ま
と
め
る
に
際
し
て
直
接
参
考
に
し
た
の
は
、
当
時
わ
が
国
に
お
い

て
、
地
方
財
政
調
整
制
度
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
た
地
方
配
付
税
制
度
で
あ
っ
た
。
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
の
一
般
平
衡
交
付
金
構
想
は
、
こ
の

地
方
配
付
税
制
度
の
欠
陥
に
つ
い
て
の
シ
ャ
ウ
プ
使
節
団
の
事
実
認
識
と
深
く
か
か
わ
り
合
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
勧
告
」
の
一

般
平
衡
交
付
金
構
想
を
シ
ャ
ウ
プ
使
節
団
の
観
念
的
な
論
理
に
も
と
づ
い
た
「
理
想
」
で
あ
る
、
と
結
論
づ
け
る
こ
と
は
必
ず
し
も
適
当

で
は
な
い
。
し
か
し
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
お
い
て
、
地
方
配
付
税
制
度
の
欠
陥
の
是
正
が
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、

一
般
平
衡

交
付
金
構
想
は
、
こ
の
地
方
配
付
税
制
度
を
維
持
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
は
い
な
い
。
む
し
ろ
、

一
般
平
衡
交
付
金
構
想
は
、
「
勧
告
」

の
地
方
税
財
政
改
革
案
と
の
全
般
的
関
連
を
も
っ
て
独
自
の
方
式
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
地
方
団
体
聞
の
財
政
調
整
を
目
的
と
す
る
平
衡
交
付
金
構
想
は
、
シ
ャ
ウ
プ
使
節
団
に
と
っ
て
は
、

「
勧
告
」
の
地
方
財

政
改
革
案
を
考
え
る
出
発
点
か
ら
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
独
立
税
主
義
、
課
税
の
自
主
権
の
拡
大
や
行
政
事
務
の
責
任
の
明
確



化
・
集
中
化
と
と
も
に
、
財
政
よ
の
地
方
自
治
に
つ
い
て
の
シ
ャ
ウ
プ
使
節
団
の
基
本
的
考
え
方
の
大
き
な
桂
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
ま

「
勧
告
」
は
、
日
本
の
地
方
自
治
の
発
展
に
と
っ
て
、
富
裕
地
方
と
貧
困
地
方
聞
の
財
政
力
の
均
衡
化
は
不
可
欠
で
あ
る
と
の
認
識

た、に
も
と
づ
い
て
、
貧
困
な
地
方
団
体
に
た
い
し
て
税
率
の
自
由
な
変
更
や
自
由
な
行
政
施
策
が
で
き
る
よ
う
に
特
別
の
財
政
援
助
を
与
え

る
こ
と
を
中
心
課
題
と
し
た
。
ま
さ
に
、
平
衡
交
付
金
構
想
は
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
の
財
政
上
の
地
方
自
治
を
保
証
す
る
地
方
税
財
政
改
革

案
の
一
環
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
、
平
衡
交
付
金
構
想
の
解
明
に
と
っ
て
、

「
勧
告
」
の
中
で
の
位
置
づ
け
が
重
要
な
課
題

と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
「
勧
告
」
の
次
の
こ
と
ば
か
ら
も
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

「
わ
れ
わ
れ
が
こ
の
勧
告
に
も
と
づ
い
て
地
方
自
治
強
化

の
期
待
を
置
い
て
い
る
の
は
ま
ず
比
率
で
な
く
て
構
造
に
お
い
て
で
あ
る
。
地
方
団
体
が
そ
の
活
動
の
い
わ
ば
限
界
線
に
お
い
て
真
に
自

由
ー
活
動
の
際
明
確
に
責
任
を
も
っ
て
前
進
し
よ
う
が
、
ま
た
後
退
し
よ
う
が
自
由
ー
で
あ
る
な
ら
ば
地
方
自
治
は
現
実
の
も
の
と
な
り

ハ
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う
る
の
で
あ
る
」
。

と
こ
ろ
で
「
勧
告
」
は
、
平
衡
交
付
金
構
想
に
つ
い
て
は
、
第
三
編
附
線
A
の
H
節
「
平
衡
交
付
金
」
で
、
地
方
配
付
税
制
度
の
欠
陥

と
対
比
し
な
が
ら
、
そ
の
し
く
み
や
当
面
す
る
計
算
方
法
等
に
つ
い
て
ま
と
め
て
言
及
し
て
い
る
が
、
地
方
財
政
に
関
し
て
述
べ
て
い
る

他
の
と
こ
ろ
で
も
断
片
的
に
で
は
あ
る
が
、
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
前
者
の
方
が
平
衡
交
付
金
の
算
出
方
法
等
の
技
術
面
に
わ

た
る
説
明
が
比
較
的
多
く
、
平
衡
交
付
金
構
想
の
地
位
や
思
想
、
理
念
の
理
解
に
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
の
は
む
し
ろ
後
者
の
方

で
あ
る
。
し
か
し
、
断
片
的
な
こ
と
ば
を
列
挙
し
た
だ
け
で
は
、
平
衡
交
付
金
構
想
の
全
体
的
、
体
系
的
理
解
は
閏
難
で
あ
り
、
平
衡
交

付
金
の
し
く
み
を
中
心
と
し
た
技
術
面
か
ら
と
、
平
衡
交
付
金
構
想
を
財
政
上
の
地
方
自
治
の
一
環
と
し
て
み
る
立
場
か
ら
の
両
面
か
ら

総
合
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
既
述
の
よ
う
に
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
お
い
て
は
、
平
衡
交
付
金
と
課
税
の
自
主
権
と
は
「
勧
告
」
の
主
張
す
る
財
政
上
の
地
方

シ
ャ
ウ
プ
一
般
平
衡
交
付
金
構
想
の
再
検
討

九
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自
治
の
基
本
的
内
容
を
な
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
財
政
自
治
の
一
環
と
し
て
平
衡
交
付
金
構
想
を
究
明
し
よ
う
と
す
れ
ぽ
、
当
然
課

税
の
自
主
権
と
の
閣
係
が
主
要
な
課
題
と
な
ら
さ
る
を
え
な
い
。
そ
こ
で
、
平
衡
交
付
金
構
想
に
お
い
て
中
心
的
な
地
位
を
占
め
て
い
る

貧
富
団
体
聞
の
税
負
担
、
財
政
力
、
行
政
水
準
の
均
等
化
と
、
財
政
自
治
に
と
っ
て
不
可
欠
な
課
税
の
自
主
柱
と
が
、
平
衡
交
付
金
を
核

と
し
て
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
と
し
よ
う
。

ま
ず
、

「
勧
告
」
に
い
う
税
負
担
の
均
等
化
の
意
味
に
つ
い
て
で
あ
ろ
。

「
勧
告
L

は
、
税
負
担
と
行
政
水
準
の
不
公
平
に
つ
い
て
次

「
貧
困
地
方
は
壊
滅
的
な
重
税
で
低
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い
る
が
、
富
裕
地
方
は
は
る
か
に
軽

い
税
で
は
る
か
に
高
い
水
準
の
地
方
行
政
を
維
持
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
差
異
は
個
人
お
よ
び
国
民
の
福
祉
に
対
す
る
効
呆
に
お
い
て
不

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

当
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
好
ま
し
く
な
い
。
こ
の
不
公
平
は
人
々
が
異
っ
た
管
轄
下
に
居
住
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
除
け
ば
、
あ
ら
ゆ

〈
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る
点
に
お
い
て
相
似
た
人
々
に
課
さ
れ
た
税
の
負
担
が
暴
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
起
る
の
で
あ
る
」
と
。
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る

税
負
担
の
不
均
等
と
は
、
単
な
る
地
方
団
体
聞
の
税
収
入
の
絶
対
額
の
大
小
で
は
な
く
て
、

「
相
似
た
人
々
」
(
経
済
力
を
み
れ
ば
著
し
い
差

違
が
あ
る
の
が
現
実
で
あ
る
が
〉
に
課
さ
れ
た
税
負
担
の
差
違
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

「
勧
告
」

が
税
負
担
を
問
題
に

す
る
場
合
は
、
異
な
る
地
方
団
体
の
住
民
が
同
じ
条
件
で
課
税
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、

つ
ま
り
税
目
、
税
率
、
課
税
標
準
に
お
い
て
、

地
方
団
体
聞
で
不
当
な
差
違
が
な
い
か
ど
う
か
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
勧
告
」
の
い
う
税
負
担
の
地
方
団
体

聞
の
不
均
等
と
は
基
本
的
に
は
標
準
的
な
税
率
を
基
準
に
し
た
地
方
団
体
聞
の
税
負
担
の
高
低
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
標
準
的

な
税
率
そ
の
他
の
税
制
度
の
階
層
別
、
階
級
別
不
公
平
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
で
は
、

か
か
る
意
味
で
の
税
負
担
の
均
等
化
と
平
衡
交
付
金
お
よ
び
課
税
の
自
主
権
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

「
勧
告
」
は
、

「
地
方
政
府
の
最
低
経
費
い
や
そ
れ
に
も
及
ば
ぬ
額
を
支
弁
す
る
た
め
に
地
方
税
に
お
い
て
既
に
極
限
ま
で
い
っ
て
い



る
貧
困
な
地
方
団
体
は
有
効
な
地
方
自
治
を
行
う
と
と
は
で
き
な
い
。
施
策
に
つ
い
て
の
自
由
が
な
い
の
で
あ
る
」
と
、
貧
困
団
体
に
施

策
の
自
由
が
な
い
の
は
過
重
な
税
負
担
に
起
因
し
て
い
る
と
し
、
さ
ら
に
「
勧
告
」
は
、

「
わ
れ
わ
れ
の
勧
告
す
る
種
類
の
平
衡
交
付
金

ハ
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の
下
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
地
方
団
体
も
あ
る
程
度
真
に
白
由
な
椅
策
が
で
き
る
よ
う
充
分
支
持
が
与
え
ら
れ
る
」
と
、
過
重
な
税

負
担
の
も
と
に
あ
る
地
方
団
体
で
も
自
由
な
施
策
が
確
保
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
平
衡
交
付
金
構
想
を
提
案
す
る
と
述
べ
る
。
そ
し

て
、
平
衡
交
付
金
の
配
分
方
法
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
勧
告
し
て
い
る
。

「
各
地
方
に
交
付
さ
れ
る
金
額
は
合
理
的
だ
が
最
小
限
度
の
標

準
的
行
政
を
行
う
と
仮
定
し
た
場
合
の
歳
入
の
予
想
必
要
額
か
ら
、
利
用
し
う
る
税
の
適
当
な
標
準
税
率
に
よ
る
歳
入
額
と
し
て
現
わ
さ

(
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れ
る
予
想
財
源
を
控
除
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
。
こ
れ
は
、
貧
困
団
体
も
自
由
な
施
策
が
可
能
に
な
る
よ
う
に
、
襟
準
的
行
政
経
費
を

標
準
的
税
収
入
で
賄
い
き
れ
な
い
場
合
は
、
平
衡
交
付
金
を
交
付
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
貧
困
な
地
方
団
体
は
、

「
最
低
限
度
」
の
行
政
を
維
持
す
る
た
め
に
過
重
な
税
負
担
を
し
て
い
る
た
め
、
自
由
な
施
策
が
不
可
能
で
あ
る
が
、
こ
の
過
重
な
負
担

を
平
衡
交
付
金
に
置
き
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
最
低
限
度
」
の
行
政
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
は
、
自
由
な
施
策
も
可
能

に
な
ろ
、
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
何
故
自
由
な
施
策
が
可
能
に
な
る
か
と
い
え
ば
、
平
衡
交
付
金
の
配
分
が
過
重
な
負
担
の
必
要
を

な
く
し
、
こ
の
た
め
、
こ
の
軽
減
さ
れ
る
税
源
が
、
課
税
の
自
主
権
の
活
用
に
よ
っ
て
、
地
方
団
体
の
自
由
裁
量
の
範
囲
内
の
税
源
に
加

算
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
地
方
団
体
問
の
財
政
力
が
均
衡
化
す
る
の
は
、
標
準
的
行
政
経
費
に
充
当
さ
れ
て
い
た
過
重
な
税
負

担
分
が
、
平
衡
交
付
金
に
置
き
替
え
ら
れ
た
た
め
に
、
平
衡
交
付
金
の
算
定
の
場
に
お
い
て
は
余
分
な
財
源
、

つ
ま
り
「
余
裕
財
源
」
と

な
っ
て
、
地
方
団
体
の
自
由
に
な
る
税
源
に
転
化
し
た
か
ら
で
あ
る
。
敷
宿
す
る
と
、
平
衡
交
付
金
に
よ
る
財
政
力
の
均
衡
化
は
、
厳
密

に
い
え
ば
、
ニ
重
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

第
一
は
、
平
衡
交
付
金
計
算
上
の
標
準
財
政
需
要
を
賄
う
た
め
の
標
準
税
収
入
額
と
平
衡
交
付
金
額
と
の
合
計
額
で
あ
る
財
源
の
地
方

シ
ャ
ウ
プ
一
般
平
衡
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付
金
構
想
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再
検
討
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団
体
聞
の
均
衡
化
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
均
衡
化
は
過
重
な
税
負
担
分
が
平
衡
交
付
金
で
置
き
替
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
と
も

い
え
る
。
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
均
等
な
税
負
担
を
前
提
に
す
れ
ば
、
地
方
団
体
聞
の
経
済
力
の
不
均
等
を
反
映

し
た
地
方
団
体
聞
の
標
準
税
収
入
額
の
不
均
衡
に
よ
っ
て
、
標
準
財
政
需
要
に
充
当
す
る
財
源
に
不
足
す
る
地
方
団
体
も
で
て
く
る
が
、
こ

れ
ら
の
地
方
団
体
も
平
衡
交
付
金
を
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
標
準
財
政
需
要
を
賄
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

つ
ま
り
、
全

国
の
す
べ
て
の
地
方
団
体
の
標
準
財
政
需
要
を
賄
う
財
源
す
な
わ
ち
貧
富
地
方
団
体
聞
の
財
政
力
が
全
国
的
に
均
衡
化
し
た
の
で
あ
る
。

第
二
は
、
平
衡
交
付
金
が
交
付
さ
れ
る
地
方
団
体
の
自
由
に
な
る
税
源
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
地
方
団
体
聞
の
財
政
力
の

均
衡
化
の
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
様
準
財
政
需
要
額
を
賄
う
た
め
に
配
分
さ
れ
る
平
街
交
付
金
に
よ
っ
て
、
貧
困
な
地
方
団
体
が
こ
れ

団
体
の
自
由
な
施
策
に
利
用
で
き
る
税
源
に
転
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
。
こ
れ
は
、

ま
で
税
負
担
を
強
化
し
て
こ
の
標
準
財
政
需
要
を
賄
っ
て
い
た
税
源
が
「
余
分
財
源
」
す
な
わ
ち
「
余
裕
財
源
」
と
な
り
、
こ
れ
が
地
方

「
勧
告
」
で
い
う
と
こ
ろ
の
潜
在
的
財
政
力

の
均
衡
化
で
も
あ
る
。
「
勧
告
」
が
述
べ
る
次
の
よ
う
な
文
章
も
こ
の
潜
在
的
財
政
カ
の
均
衡
化
を
意
味
し
て
い
る
。
「
そ
う
す
れ
ば
(
完

全
一
な
平
衡
交
付
金
が
実
施
さ
れ
れ
ば
l
筆
者
)
、

各
地
方
団
体
は
、

全
財
政
負
担
に
ほ
と
ん
ど
同
等
の
付
加
を
す
る
こ
と
に
な
る
増
税
に

よ
っ
て
、
補
助
行
政
の
地
方
負
担
を
賄
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
て
、
全
地
方
団
体
は
補
助
金
と
そ
れ
に
相
当
す
る
地
方
税
負
担
の
増

加
を
引
受
け
る
べ
き
か
否
か
を
、
ほ
ほ
同
一
条
件
で
決
定
す
る
地
位
に
お
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
反
し
、
現
在
の
ご
と
く
、
補
助
金

が
予
め
財
源
を
均
衡
化
す
る
こ
と
な
く
し
て
交
付
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
補
助
金
は
既
に
負
担
過
重
な
貧
困
地
方
団
体
の
負
担
を
さ
ら
に

(
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増
加
す
る
傾
向
が
あ
る
で
あ
ろ
う
」
と
。

「
勧
告
」
の
こ
の
こ
と
ば
は
、
奨
励
的
補
助
金
の
地
方
負
担
分
の
財
源
が
、
平
衡
交
付
金
の
交

付
に
よ
っ
て
、
地
方
団
体
問
で
均
衡
化
し
、
地
方
団
体
が
補
助
金
を
引
受
け
る
べ
き
か
否
か
を
決
定
す
る
条
件
が
同
一
に
な
っ
た
、
と
述

べ
て
い
る
の
で
あ
る
。



し
か
し
な
が
ら
、
第
一
の
平
衡
交
付
金
算
定
上
の
「
局
所
的
場
」
に
お
け
る
叫
財
政
力
の
均
衡
が
、
必
ず
し
も
第
二
の
潜
在
的
財
政
力
の

均
衡
を
も
た
ら
す
と
は
限
ら
な
い
と
こ
ろ
に
「
勧
告
」
の
平
衡
交
付
金
構
想
の
根
本
的
問
題
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
「
局
所
的

場
」
に
お
い
て
は
標
準
税
収
入
を
高
め
る
(
こ
れ
は
税
負
担
の
不
均
等
が
な
く
て
も
標
準
税
率
を
全
国
一
律
に
高
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
生
ず
る
〉

こ
と
に
よ
っ
て
、
平
衡
交
付
金
め
減
少
を
と
も
な
い
な
が
ら
、
標
準
的
財
政
需
要
を
賄
う
財
漉
の
均
衡
化
つ
ま
り
地
方
団
体
聞
の
財
政
力

の
均
衡
化
が
可
能
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
増
税
に
よ
っ
て
貧
困
地
方
団
体
の
潜
在
的
財
政
力
を
圧
迫
す
る
こ
と
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
の
た
め
に
「
勧
告
し
は
、
平
衡
交
付
金
の
算
出
に
お
い
て
は
、
標
準
税
率
を
で
き
る
か
ぎ
り
低
い
水
準
の
も
の
に
制
限
す
る
こ
と

を
提
案
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ま
た
こ
れ
で
、
地
域
経
済
力
の
不
均
等
を
根
拠
と
し
て
存
在
す
る
地
方
団
体
問
の
税
源
の
偏
在
を
顕
著
に

す
る
要
因
で
も
あ
り
、

「
勧
告
」
の
追
求
す
る
均
衡
化
に
反
し
、
地
方
団
体
聞
の
財
政
力
の
不
均
衡
は
さ
ら
に
拡
大
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
に
、
地
方
団
体
間
の
標
準
税
率
を
基
準
に
し
た
税
負
担
の
差
に
日
を
う
ば
わ
れ
て
、
地
域
間
の
経
済
力
や
住
民
の
聞
の
所
得
の
不
平

〈
刊
M

)

等
、
税
負
担
の
不
公
平
を
根
本
的
に
問
題
に
し
よ
う
と
し
な
い
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
の
限
界
の
一
端
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
平
衡
交
付
金
算
定
上
の
「
局
所
的
場
」
に
お
け
る
財
源
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
第
一
は
、
こ
の
財
源
は

標
準
税
収
入
と
平
衡
交
付
金
で
構
成
さ
れ
ろ
。
第
二
は
、
こ
の
標
準
税
収
入
は
地
方
団
体
聞
の
均
等
な
税
負
担
を
前
提
に
し
て
お
り
、
地

方
団
体
が
実
際
に
賦
課
徴
収
し
た
税
収
入
額
で
は
な
い
。
第
一
二
は
、
貧
困
地
方
団
体
も
自
由
な
施
策
が
可
能
に
な
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

標
準
税
率
は
適
当
に
低
水
準
に
維
持
さ
れ
る
。
第
四
に
、
標
準
税
収
入
額
と
平
衡
交
付
金
と
の
合
計
額
が
標
準
財
政
需
要
額
で
あ
る
。
第

五
に
は
、
平
衡
交
付
金
額
は
標
準
財
政
需
要
額
か
ら
標
準
税
収
入
額
を
控
除
し
た
額
で
あ
る
の
で
、
平
衡
交
付
金
額
は
標
準
税
収
入
額
に

反
比
例
し
て
増
減
す
る
。
平
衡
交
付
金
と
標
準
財
政
需
要
額
と
の
関
係
は
、
標
準
税
収
入
額
に
変
化
が
な
い
と
仮
定
す
れ
ば
、
比
例
的
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
潜
在
的
財
政
力
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
標
準
財
政
需
要
額
に
変
化
が
な
い
と
仮
定
す
れ
ば
、
標
準
税
収
入
の
増
大
は
、

シ
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平
衡
交
付
金
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、
潜
在
的
財
政
力
も
減
少
さ
せ
る
。
逆
に
標
準
税
収
入
の
減
少
は
平
衡
交
付
金
を
増
大
さ
せ
る
と

と
も
に
、
潜
在
的
財
政
力
も
増
大
き
せ
る
が
、
こ
れ
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
地
方
団
体
問
の
浴
在
的
財
政
力
の
不
均
衡
を
拡
大
す
る
方
向

に
働
く
。
し
か
し
、
不
況
等
に
よ
る
標
準
税
収
入
の
減
少
は
標
準
税
率
の
引
き
下
げ
を
と
も
な
わ
な
い
の
で
、
こ
れ
は
平
衡
交
付
金
を
増

大
さ
せ
る
が
、
潜
在
的
財
政
力
は
強
化
さ
れ
な
可
。
第
六
に
は
、
こ
の
財
源
は
平
衡
交
付
金
の
計
算
上
は
標
準
財
政
需
要
額
に
一
致
す
る

が

「
勧
告
」
に
よ
る
と
、
地
方
団
体
の
実
際
の
支
出
を
こ
の
財
源
に
限
定
す
る
必
要
は
な
い
。

地
方
団
体
が
自
由
に
こ
の
財
源
以
上
の

支
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
「
勧
告
」
は
、
「
こ
の
計
算
(
平
衡
交
付
金
算
出
の
た
め
の
標
準
財
政
需
要
額
の
計
算
|

筆
者
〉
は
地
方
当
局
が
そ
の
歳
出
を
全
必
要
額
と
決
定
し
た
額
に
限
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。

」
の
額
は
た
だ
平
衡

交
付
金
を
算
出
す
る
の
に
使
用
す
る
だ
け
で
あ
る
。
地
方
団
体
は
自
由
に
こ
の
標
準
を
越
え
て
よ
く
、
ま
た
中
央
政
府
の
力
に
よ
り
、
ま

た
助
成
金
使
用
に
よ
り
そ
う
す
る
こ
と
を
奨
励
す
べ
き
で
払
初
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
方
団
体
は
こ
の
標
準
財
政
需
要

額
以
上
に
支
出
す
る
こ
と
を
奨
励
さ
れ
る
が
、
こ
の
額
を
下
回
っ
て
支
出
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、

一寸

勧

止
口
」
は
、
「
地
方
当
局
は
交
付
金
を
受
け
る
資
格
を
得
る
た
め
に
、
少
く
と
も
右
の
算
定
額
(
標
準
財
政
需
要
額
|
筆
者
)
だ
け
は
使
用
す
る

こ
と
を
要
求
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
標
準
税
収
入
額
の
計
算
に
お
い
て
、
税
負
担
の
不
均
等
が
存

在
し
な
い
こ
と
を
前
提
す
る
に
し
て
も
、
と
の
標
準
税
収
入
額
の
税
負
担
が
全
国
一
律
に
高
水
準
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
い
か
に
地
方
団
体

の
独
立
税
が
強
化
さ
れ
、
課
税
の
自
主
権
が
認
め
ら
れ
て
い
て
も
、
貧
困
地
方
団
体
は
平
衡
交
付
金
計
算
上
の
「
局
所
的
場
」
に
お
け
る

財
源
の
範
囲
内
に
、
財
政
支
出
が
量
的
に
も
質
的
に
も
制
限
さ
れ
ざ
る
を
え
な
く
、
向
日
由
な
行
政
活
動
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
な
っ
て
し

ま
う
。
と
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
既
述
の
よ
う
に
、

「
勧
告
」
は
平
衡
交
付
金
算
定
上
の
標
準
税
収
入
額
(
標

準
税
率
)
を
最
低
限
に
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
の
で
あ
る
。



と
こ
ろ
で
、

「
勧
告
」
の
平
衡
交
付
金
構
想
を
評
価
す
る
場
合
の
一
つ
の
重
要
な
視
点
は
、
平
衡
交
付
金
は
、
地
方
団
体
に
と
っ
て
、

ど
こ
ま
で
自
由
に
使
え
る
財
源
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
般
に
「
勧
告
」
の
次
の
よ
う
な
こ
と
ば
か
ら
、
平
衡
交
付
金
は
地
方
団
体

に
と
っ
て
比
較
的
自
由
な
財
源
と
し
て
の
性
格
が
つ
ょ
い
と
解
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

「
地
方
団
体
は
自
由
に
こ
の
標
準

(
平
衡
交
付
金
計
算
に
お
け
る
標
準
財
政
需
要
額
|
筆
者
)
を
越
え
て
よ
く
、

〈
叩
叫
)

す
る
こ
と
を
奨
励
す
べ
き
で
あ
る
」
、
「
わ
れ
わ
れ
の
勧
告
す
る
種
類
の
平
衡
交
付
金
の
下
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
地
方
団
体
も
あ
る

程
度
真
に
自
由
な
施
策
が
で
き
る
よ
う
充
分
支
持
が
与
え
ら
れ
は
」
、
「
配
付
税
は
一
層
大
局
的
、
一
般
的
目
的
を
も
っ
平
衡
交
付
金
合

目
白
お
負
窓
口
叩
E-
町
民
町

0
8
2
5
r
E
C口四円
8
0
に
改
め
る
べ
き
で
あ
る
」
と
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
い
わ
れ
て
い
る
「
大
局
的
」
、

ま
た
中
央
政
府
の
力
に
よ
り
、

ま
た
助
成
金
使
用
に
よ
り
そ
う

ご
般
的
」
と
い
う
表
現
や
自
由
な
財
源
と
し
て
強
調
し
て
い
る
こ
と
ば
は
、
国
庫
補
助
金
の
よ
う
な
特
定
の
目
的
を
も
っ
た
特
定
財
源

と
の
比
較
で
の
べ
ら
れ
て
い
る
か
、

「
勧
告
し
に
よ
っ
て
多
く
の
欠
帽
を
も
つ
も
の
と
し
て
評
さ
れ
た
地
方
配
付
税
と
対
比
さ
せ
て
平
衡

交
付
金
を
特
徴
づ
け
よ
う
と
す
る
こ
と
か
ち
で
て
く
る
表
現
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
地
方
団
体
が
実
質
的
に
も
自
由
に
使
用
で
き
る
財
源

と
し
て
平
衡
交
付
金
を
特
徴
づ
け
よ
う
と
す
る
こ
と
か
ら
で
た
表
現
で
は
な
い
。
事
実
、

「
勧
告
」
も
こ
の
点
を
次
の
と
お
り
認
め
て
い

る

「
平
衡
交
付
金
制
度
は
地
方
自
治
を
害
す
る
と
論
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
国
庫
が
地
方
団
体
に
金
銭
支
給
を
す
る
に

は
地
方
当
局
を
非
独
立
的
に
し
、
と
れ
を
制
限
と
統
制
下
に
お
く
こ
と
に
な
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
平
衡
交
付
金
は
地
方
団
体

に
対
す
る
国
家
の
細
細
し
た
統
制
を
最
小
限
度
の
も
の
に
す
る
よ
う
な
交
付
金
で
あ
る
」
と
。
つ
づ
い
て
「
勧
告
」
は
、

「
特
に
、
平
衡

交
付
金
は
特
定
の
日
的
を
も
っ
た
特
定
補
助
金
よ
り
も
細
細
し
た
統
制
を
少
な
く
す
る
も
の
で
あ
る
。
交
付
金
を
受
け
る
資
格
を
得
る
た

め
に
、

地
方
当
局
は
少
な
く
と
も
裸
準
必
要
額
ハ
標
準
財
政
需
要
額
!
筆
者
)
に
相
当
す
る
額
(
交
付
金
を
含
め
て
)
を
適
当
な
能
率
を
も
っ

て
費
消
し
、
最
低
限
度
の
地
方
行
政
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
少
な
く
と
も
標
準
税
収
入
額
を
標
準
税
率
で
課
税
し
て
得
、
り
れ
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Q

る
だ
け
の
歳
入
額
を
あ
げ
て
、
地
方
費
用
の
公
正
な
負
担
分
を
引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
二
つ
の
制
限
以
外
に
は
、
地
方

〈
刈
〉

当
局
は
い
か
な
る
種
類
の
地
方
行
政
作
用
を
ど
れ
だ
け
す
る
か
、
ど
ん
な
租
税
を
ど
の
程
度
課
税
す
る
か
を
全
く
自
由
に
決
定
で
き
る
」

と
主
張
し
、
平
商
交
付
金
は
特
定
補
助
金
よ
り
も
国
家
の
統
制
が
少
な
い
が
、
平
衡
交
付
金
を
算
出
す
る
の
に
用
い
ら
れ
る
標
準
財
政
需

要
額
と
標
準
税
収
入
額
だ
け
は
地
方
団
休
は
現
実
的
に
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
調
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
確
保
と
い
う
こ

と
は
総
額
を
確
保
す
る
と
い
う
量
的
制
眼
と
し
て
の
み
受
け
と
っ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

「
勧
告
」
は
、
こ
の
量
的
枠
内
で
も
、
地

方
団
体
が
自
由
に
支
出
で
き
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「
も
し
か
か
る
自
由
ハ
標
準
財
政
需
要
額
か

ら
議
離
し
て
支
出
し
う
る
自
由
l
筆
者
)
が
濫
用
さ
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
ば
、
特
定
の
程
度
の
教
育
の
要
求
の
ご
と
き
種
々
の
附
帯

条
件
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
」
と
。
こ
の
よ
う
に
、
「
勧
告
」
は
、
平
衡
交
付
金
計
算
上
の
標
準
財
政
需
要
額
の
枠
内
に
お
い

て
も
、
特
定
の
行
政
に
つ
い
て
地
方
団
体
が
国
の
意
向
と
背
離
し
て
支
出
す
る
こ
と
に
批
判
的
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、

ー「

勧

告
」
が
、

「
今
日
の
日
本
に
お
い
て
は
、
強
力
な
独
立
地
方
団
体
を
発
達
さ
せ
る
こ
と
が
重
大
問
題
の
一
つ
で
あ
る
が
故
に
、
平
衡
交
付

金
に
関
す
る
国
の
統
制
を
最
低
限
度
に
す
る
よ
う
に
強
〈
勧
告
す
る
も
の
で
あ
る
。
過
度
の
制
限
の
方
で
よ
り
も
過
度
の
自
由
の
方
で
誤

〈

m
μ
)

る
方
が
ず
っ
と
ま
し
で
め
ろ
う
」
と
平
衡
交
付
金
に
よ
る
財
政
自
治
を
い
か
に
強
調
し
て
も
、
こ
れ
が
現
実
の
も
の
に
な
る
ま
で
に
は
、

「
勧
告
」
の
平
衡
交
付
金
構
想
自
体
の
中
に
も
い
く
つ
も
の
大
き
な
関
門
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
見
失
っ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、

「
勧
告
」
の
進
歩
的
、
す
ぐ
れ
た
平
衡
交
付
金
構
想
の
意
義
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
基
本
的
に
は
平
衡

交
付
金
構
想
の
具
体
的
し
く
み
の
中
で
見
い
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
他
方
に
お
い
て
は
、
地
方
財
政
調
整
制
度
と
し
て

平
衡
交
付
金
と
同
様
な
も
の
と
し
て
設
置
さ
れ
、
平
衡
交
付
金
構
想
の
直
接
の
対
象
で
も
あ
っ
た
地
方
配
付
税
と
の
対
比
が
平
衡
交
付
金

構
想
の
歴
史
的
、
画
期
的
意
義
を
浮
彫
り
に
し
て
く
れ
る
面
も
あ
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。



「
勧
告
」
は
、
地
方
配
付
税
の
欠
陥
に
つ
い
て
、
列
挙
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
こ
の
方
式
(
地
方
配
付
税
方
式
l
筆
者
)

に
は
各
地
方
の
実
際
の
財
政
力
ま
た
は
財
政
需
要
を
必
ず
し
も
反
映
し
な
い
独
断
的
な
面
が
若
干
あ
る
」
、
「
配
付
税
か
ら
地
方
団
体
が
受

け
る
金
額
が
事
実
ま
さ
し
く
こ
の
方
法
(
地
方
団
体
が
翌
年
度
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
毎
年
中
央
政
府
の
慈
悲
に
す
が
る
こ
と
|
筆
者
)
に

よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
持
」
、
「
か
れ
ら
(
地
方
団
体
|
筆
者
)
は
配
付
額
が
年
々
国
家
財
政
の
運
迫
状
態
と
中
央
政
府
の
命
令
に
よ
っ
て
定

る
と
思
っ
て
い
る
か
ら
、
配
付
税
を
信
頼
し

L
P、
「
中
夫
政
府
の
財
政
需
要
、
財
源
お
よ
び
行
政
上
の
便
宜
に
よ
る
中
央
政
府
の
立
場

か
ら
眺
め
ら
れ
て
い
一
少
と
。
こ
の
よ
う
に
「
勧
告
」
は
地
方
配
付
税
制
度
の
中
央
集
権
的
、
官
治
的
性
格
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
批
判
を
ふ
ま
え
て
「
勧
告
」
は
平
衡
文
付
金
構
想
を
提
起
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
勧
告
」

(
幻
〉

は
「
わ
れ
わ
れ
は
、
人
玉
配
付
額
と
配
付
方
法
と
を
地
方
団
体
の
必
要
と
財
源
と
に
よ
り
よ
く
応
じ
て
決
定
す
る
よ
う
に
勧
告
す
る
」
と
述

ベ
、
さ
ら
に
、
「
わ
れ
わ
れ
の
勧
告
に
よ
る
と
、
地
方
団
体
に
対
す
る
中
央
政
府
の
交
付
金
は
毎
年
十
分
公
平
に
そ
の
金
額
が
定
め
ら
れ
、

(お〉

少
く
と
も
中
央
政
府
が
守
る
べ
き
一
定
の
ル

l
ル
が
あ
る
」
と
の
確
信
に
も
と
づ
い
て
、

「
勧
告
」
の
平
衡
交
付
金
構
想
の
し
く
み
が
構

築
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
ね
ら
い
を
も
っ
て
い
る
平
衡
交
付
金
構
想
が
ど
の
程
度
地
方
配
付
税
制
度
の
欠
陥
を

是
正
し
、
ど
れ
だ
け
地
方
団
体
の
側
に
立
っ
た
も
の
に
変
化
し
て
い
る
か
は
、
平
衡
交
付
金
の
具
体
的
し
く
み
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
よ
り
鮮
明
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

(

I

)

勾
司
、
。
ミ
ロ
3

・P』

V
S
G
M
両
足
H
白
足
。
芯
申

H
S句
句
ぎ

Nhv-hass-(〈
。
-
-
F
沙門

4
3
E
ロ
)
に
よ
る
と
、
「
勧
告
」
は
「
全
体
と
し
て
使
節
団

は
こ
の
研
究
に
四
カ
月
を
費
し
た
。
五
月
と
六
月
の
大
部
分
は
、
納
税
者
、
税
務
職
員
(
国
・
都
道
府
県
お
よ
び
市
町
村
)
ま
た
は
他
の
者
と
の
話

し
合
い
に
あ
て
ら
れ
た
@
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
の
日
本
全
土
に
ま
た
が
る
実
地
調
査
に
よ
っ
て
、
東
京
以
外
の
多
く
の
情
報
を
入
手
し
た
」
と
述

べ
て
い
る
。

(
2〉
同
時
、

D
F
〈
c
-
T
H】
-
M
H
で
「
勧
告
」
は
、
「
現
在
の
と
こ
ろ
、
地
方
自
治
は
き
わ
め
て
末
熟
な
段
階
に
あ
り
、
地
方
団
体
の
財
政
力
を
強
化

シ
ャ
ウ
プ
一
般
平
衡
交
付
金
構
想
の
再
検
討

。



シ
ャ
ウ
プ
一
般
平
衡
交
付
金
構
想
の
再
検
討

。

し
、
こ
れ
と
と
も
に
、
富
裕
地
方
と
貧
困
地
方
聞
の
財
政
力
を
一
史
に
均
等
化
す
る
こ
と
な
く
し
て
は
、
地
方
自
治
の
完
成
を
望
む
こ
と
は
き
わ
め
て

困
難
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

〈

3
)
h
F
R・
-
匂
・
臼
で
「
勧
告
」
は
、
「
わ
れ
わ
れ
の
勧
告
す
る
種
類
の
平
衡
交
付
金
の
下
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
地
方
団
体
も
、
あ
る
程
度
真

に
自
由
な
施
策
が
で
き
る
よ
う
十
分
な
支
持
が
与
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
、
平
衡
交
付
金
を
財
政
自
治
の
主
要
な
柱
の
一
つ
と
し
て
考
慮
レ
て
い
る
。

(

4

)

匂
九
九
J

匂・

2
・

(

5

)

河町、宮、
.F
〈
o
-
-
H
H
H
W

〉同)甘叩ロ己
H
U
日

γ
〉
Nω

・

(
6
)
(
7
〉
河
内
、
ロ
ミ
・
〈
o
-
-
F
H
Y
ω
H
・

(
8〉
勾
儀
礼
v

ロ
ミ
〈
o-
・円
H
F

〉
山
)
匂
七
日
ロ
(
出
♂
℃
・
〉
N
A
P
-

(
9
)
~刷
会
己
主
〈
o
-
-
T
同y
g
厳
密
に
い
え
ば
、
「
増
加
需
要
を
賠
う
に
潜
在
的
に
十
分
強
い
税
」

(
S
H
S
F三
国
円
。
旬
。
窓
口

E
ロ
U1as口問

guロ回目
H
H
O
m
C
目
当
。
ユ
白
山
島

E
C
E
-
E冊
目
宮
山
田
)
の
乙
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
勧
告
」
で
は
財
政
上
の
地
方
自
治
の
考
え
方
の
第
一
に
と
り
上
げ

て
い
る
内
容
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
地
方
団
体
全
体
に
適
用
す
る
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
貧
困
団
体
も
平
衡
交
付
金
に
よ
っ
て
他
の
団

体
と
同
様
に
潜
在
的
税
源
を
確
保
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
。

(
叩
〉
同
向
b
b
喝、.F
〈
D
-
-
H
H
H
W

〉
2
u叩口氏
H
-
u
・〉
H
U
-

(日〉

H
N
向
誉
会
ぐ
D
H

・
H
H
H
W

〉
召
日
E
W
W
H
}
・
〉
凶
日
・
で
「
勧
告
」
は
「
標
準
税
率
は
十
分
低
く
し
て
お
い
て
、
地
方
団
体
が
最
低
水
準
よ
り
も
高
く
し

た
い
と
思
う
時
は
そ
の
税
率
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

(
U
〉
こ
の
こ
と
は
、
税
負
担
の
不
均
等
を
問
題
と
し
な
が
ら
、
「
勧
告
」
が
、
固
定
資
産
税
、
個
人
住
民
税
の
重
課
・
大
衆
課
税
を
は
か
り
、
法
人

住
民
税
の
廃
止
に
み
ら
れ
る
資
本
蓄
積
税
制
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
こ
と
と
一
脈
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
藤
田
武
夫
『
現
代
日
本
地
方
財
政
史
』

(
上
巻
)
第
三
章
「
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
お
け
る
地
方
財
政
」
一
一
五
三
ペ
ー
ジ
参
照
@

(

U

)

』
ザ
位
・
"
同
)
・
〉
ω
H
・
参
照
、
「
勧
告
」
は
、
「
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
ま
た
は
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
時
に
は
、
交
付
金
額
は
、
地
方
団
体
の
財
政
問

題
に
対
応
す
る
た
め
に
自
動
的
に
変
動
す
る
で
あ
ろ
う
。
変
動
す
る
経
済
与
件
に
適
応
す
る
重
責
は
、
中
央
政
府
に
か
か
る
で
あ
ろ
う
@
な
ぜ
な
ら

ば
、
容
易
に
適
応
す
る
だ
け
の
便
宜
も
カ
も
な
い
地
方
政
府
よ
り
も
む
し
ろ
中
央
政
府
に
そ
の
重
責
が
属
す
る
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
藤

田
教
授
は
、
「
勧
告
」
の
こ
の
平
衡
交
付
金
の
歳
入
調
節
機
能
に
つ
い
て
、
「
勧
告
が
経
済
変
動
に
応
ず
る
地
方
歳
入
の
調
節
を
、
平
衡
交
付
金
の

重
要
な
機
能
と
し
て
あ
げ
た
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き
で
あ
り
、
日
本
で
の
そ
の
後
の
平
衡
交
付
金
の
変
遷
は
、
勧
告
の
こ
の
期
待
を
裏
切
っ
た
の
で



あ
る
」
(
藤
田
武
夫
「
地
方
財
政
平
衡
交
付
金
の
成
立
H
」
、
「
都
市
問
題
」
第
六
四
巻
十
号
)
と
評
し
て
い
る
。

(

U

)

(

お
)
(
日
)
L
R
F
R
・-
H
M
-
K
F
N
A
F
・

(
口
)
均
向
、
2
4
J

〈
O
H

・H
-
H
)
・
ω
H
・

(
叩
凶
〉

L

忠
弘
・
・

-u
・
N
由・

(

刊

以

)

』

削

除

w
b
ロ
ミ
・
〈
C
H

・
-
H
H
u
k
r
日VH}
叩ロ門同日凶泊目
u
-
k
r
N
印・

(
却
)
(
幻
)
(
明
帥

)
L
g
m弘
-
-
H
Y

〉
N
白
・

(
m
A
)

」
吉
弘
・
・
匂
・
〉
N
N
・

(
斜
)
同
Awhwb喝
、

F
J
1
0
H

・H
・
-v
・ω

。.

(
お
)
河
町
、
ミ
F

J
「
D
-
-
H
H
H
・
〉
同
】
司
叩
ロ
門
】
片
岡
・
唱
・
〉
N
H
・

(
m
x
m
C
L
F
R
p
w
ゆ
・
〉
N
ω

・

(
羽
)
同
町
、
ロ
司
、
h
w

〈
C
F
F
H
Y
ω

。・

(2) 

構
想
の
構
造

前
節
で
あ
き
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
の
一
般
平
衡
交
付
金
構
想
の
ね
ら
い
は
、
基
本
的
に
は
、
貧
困
な
地
方
団
体
が
過

重
な
税
負
担
を
し
な
く
て
も
、

「
最
低
限
度
」
の
標
準
的
な
行
政
水
準
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
平
衡
交
付
金
を
交
付
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
地
方
団
体
間
の
財
政
力
の
均
衡
化
を
は
か
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
勧
告
」
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
地
方
団
体
が
課
税
の
自

主
権
を
活
用
し
て
自
由
な
施
策
が
可
能
に
な
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
た
。

さ
ら
に
「
勧
告
」
は
、
中
央
集
権
的
官
治
主
義
の
も
と
に
あ
る

地
方
配
付
税
の
欠
陥
の
是
正
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
平
衡
交
付
金
構
想
を
「
勧
告
」
の
財
政
自
治
の
改
革
案
の
中
に
構
造
的
に
位
置
づ

け
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
、

「
勧
告
」
の
平
衡
交
付
金
構
想
の
基
本
的
考
え
方
自
体
が
幾
多
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ

と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
、

だ
か
ら
と
い
っ
て
、

平
衡
交
付
金
構
想
の
理
念
だ
け
で
構
想
を
評
価
し
終
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
ろ

シ
ャ
ウ
プ
一
般
平
衡
交
付
金
構
想
の
再
検
討

一O
三



シ
ャ
ウ
プ
一
般
平
衡
交
付
金
構
想
の
再
検
討

一O
四

ぅ
。
そ
の
理
念
の
現
実
化
の
具
体
的
内
容
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
平
衡
交
付
金
構
想
の
ね
ら
い
や
問
題
点
が
よ
り
鮮
明
に
な
る
で
あ

ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
の
財
政
自
治
の
一
環
と
し
て
、

「
勧
告
」
の
中
に
構
造
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
平
衡
交
付

金
構
想
に
つ
い
て
ば
か
り
で
な
く
、

「
勧
告
」
の
平
衡
焚
付
金
構
想
と
宜
接
聞
接
に
か
か
わ
り
合
っ
て
い
る
具
体
的
内
容
や
粂
件
に
つ
い

て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
条
件
は
平
衡
交
付
金
の
成
立
要
件
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

に
つ
い
て
も
全
体
的
観
点
か
ら
構
造
的
検
討
を
加
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
、
平
衡
交
付
金
の
計
算
の
し
く
み
に
つ
い
て
で
あ
る
。

「
勧
告
」
は
、
平
衡
交
付
金
は
各
地
方
団
体
毎
に
計
算
す
べ
き
で
あ
り
、

そ
れ
は
つ

ω当
該
地
方
団
体
に
お
け
る
一
定
標
準
税
率
に
よ
る
地
方
税
予
想
収
入
額
と
倒
地
方
行
政
に
必
要
な
最
低
経
費
と
の
差
額
を
埋

め
合
わ
せ
る
べ
き
も
の
」
で
あ
る
と
し
、
こ
れ
が
各
地
方
団
体
ぶ
交
付
さ
れ
る
平
衡
交
付
金
額
で
あ
り
、
ま
た
「
中
央
政
府
の
配
付
す
る

〈

2
〉

金
額
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
団
体
に
支
払
わ
れ
る
金
額
の
合
計
額
で
あ
る
」
と
も
述
べ
、
し
か
も
平
衡
交
付
金
の
中
央
政
府
か
ら
の
配
分
は

「
国
庫
の
一
般
資
金
」
ハ
神
宮
間

g
R回目
P
E∞
え
任
。
一
Z
田神宮口曲目
Q
6
4
0
5
目

g
C
か
ら
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
勧
告
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
一
連
の
平
衡
交
付
金
の
計
算
の
し
く
み
を
総
称
し
て
一
般
に
「
下
か
ら
の
積
上
げ
方
式
L

と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
い
わ
ゆ
る
「
下
か

ら
の
積
上
げ
方
式
」
は
平
衡
交
付
金
総
額
を
国
税
の
一
定
割
合
と
し
て
計
算
す
る
地
方
配
付
税
制
度
に
く
ら
べ
、
も
っ
と
も
対
照
的
に
し

て
い
る
点
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
平
衡
交
付
金
構
想
の
特
徴
が
集
約
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の

「
下
か
ら
の
積
上
げ
方
式
」
は
、
「
勧
告
」
に
お
い
て
は
、
直
接
的
に
は
中
央
政
府
の
独
断
で
決
定
さ
れ
て
い
た
地
方
配
付
税
制
度
の
欠
陥

を
是
正
す
る
も
の
と
し
て
考
案
さ
れ
た
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
下
か
ら
の
積
上
げ
方
式
」
に
よ
っ
て
、

「
勧
告
」
の
い
う
よ
う

に
平
衡
交
付
金
が
「
毎
年
十
分
公
平
に
金
額
が
定
め
ら
れ
、
少
な
く
と
も
中
央
政
府
が
守
る
べ
き
一
定
の
ル

l
ル
が
確
立
さ
れ
て
い
寸
討
し

も
の
に
な
っ
た
と
判
断
す
る
の
は
い
さ
さ
か
早
計
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
平
衡
交
付
金
の
計
算
の
し
く
み
に
つ
い
て
の
よ
り
具
体
的



な
考
察
を
必
要
と
し
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
平
衡
交
付
金
の
計
算
方
法
が
「
下
か
ら
の
積
上
げ
方
式
」
に
よ
っ
て
形
式
的
に
は
整
備
さ
れ
て

い
る
と
し
て
も
、
地
方
団
体
に
配
分
さ
れ
る
平
衡
交
付
金
額
は
標
準
財
政
需
要
額
や
標
準
財
政
収
入
額
の
決
め
方
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化

す
る
。
だ
と
す
る
な
ら
ば
、

「
勧
告
」
の
い
う
「
中
央
政
府
が
守
る
べ
き
ル

l
ル
」
と
は
一
体
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
、

各
地
方
団
体
の
平
衡
交
付
金
が
標
準
財
政
需
要
額
と
標
準
財
政
収
入
額
の
差
額
と
し
て
一
度
計
算
さ
れ
る
と
、
そ
の
後
は
全
国
の
地
方
図

体
の
総
計
額
が
国
の
一
般
資
金
に
計
上
さ
れ
、
そ
れ
を
各
地
方
団
体
に
配
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
だ
け
だ
と
す
る
な
ら
ば
、

必
ず
し
も
地
方
団
体
の
立
場
か
ら
の
公
平
な
計
算
に
な
る
と
い
う
保
証
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、
依
然
と
し
て
問
題
は
最
初
の
各

地
方
団
体
の
計
算
方
法
、

つ
ま
り
標
準
財
政
需
要
額
と
標
準
財
政
収
入
額
の
計
算
の
仕
方
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
標
準
財
政
収

入
額
の
計
算
要
素
で
あ
る
標
準
税
率
が
決
定
さ
れ
れ
ば
、
こ
れ
が
各
地
方
団
体
に
一
律
に
標
準
税
収
入
の
計
算
に
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
標

準
税
率
が
決
定
さ
れ
た
あ
と
の
過
程
に
は
制
度
的
に
は
中
央
政
府
の
怒
意
が
入
る
余
地
が
な
い
と
い
っ
て
も
よ
く
、
こ
の
意
味
で
は
「
機

械
的
」
で
あ
り
、
「
ル

l
ル
L

化
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
標
準
財
政
需
要
額
の
計
算
要
素
で
あ
る
「
測
定
単
位
」
と
「
単

位
費
用
」
が
決
定
さ
れ
た
場
合
の
標
準
財
政
需
要
額
の
算
定
に
つ
い
て
も
、
標
準
財
政
収
入
額
と
同
様
に
中
央
政
府
の
怒
意
が
介
入
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
は
、
平
衡
交
付
金
構
想
に
つ
い
て
、

「
中
央
政
府
が
守
る
で
さ
ル

l
ル
」
の
存
在
を
強

調
す
る
意
義
が
あ
る
と
い
、
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
問
題
な
の
は
、
標
準
税
率
や
「
測
定
単
位
」
、
「
単
位
費
用
」
を
い
か
に
客
観
的
に
決

定
で
き
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
平
衡
交
付
金
の
計
算
に
と
っ
て
基
本
的
で
あ
り
、
も
っ
と
も
重
要
な
こ
れ
ら
の
要
素
を

誰
れ
が
ど
の
よ
う
に
決
定
す
る
か
が
平
衡
交
付
金
計
算
に
お
い
て
一
つ
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
要
素
を
研
究
し
、
決
定
す
る
の
に
大
き
な
役
割
を
果
す
機
関
と
し
て
考
案
さ
れ
て
い
る
の
が
地

方
財
政
委
員
会

P
D
S
-
Eロ
B
8
9
B
B
E
5る
で
あ
る
。

「
勧
告
し
は
、
「
こ
の
委
員
会
(
地
方
財
政
委
員
会
|
筆
者
)
は
、

一
般
平
衡
交

シ
ャ
ウ
プ
一
般
平
衡
交
付
金
構
想
の
再
検
討

一O
五



一O
六

付
金
を
配
付
す
る
に
つ
い
て
必
要
と
な
る
地
方
団
体
の
財
政
需
要
と
財
政
力
の
標
準
を
定
め
る
必
要
な
研
究
を
札
九
」
と
地
方
財
政
委
員

シ
ャ
ウ
プ
一
般
平
衡
交
付
金
構
想
の
再
検
討

会
と
平
衡
交
付
金
構
想
と
の
関
係
を
明
確
に
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
勧
告
」
は
、
こ
の
委
員
会
は
「
地
方
団
体
の
利
益
を
十
分
に
代
表

(
5〉

す
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
強
調
し
、
地
方
財
政
委
員
会
を
構
成
す
る
委
員
五
名
の
う
ち
、
三
名
は
地
方
団
体
の
代

表
で
あ
る
知
事
会
会
長
、
市
長
会
会
長
、
町
村
会
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
一
名
づ
っ
任
命
し
、
他
の
二
名
は
内
閣
総
理
大
臣
が
任
命
す
る
が
、

こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
委
員
は
国
会
の
承
認
安
必
要
と
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
勧
告
」
に
よ
る
と
、
地
方
財
政
委
員
会
は
国
と
地

方
聞
の
財
政
関
係
を
処
理
す
る
最
も
重
要
な
行
政
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
中
央
政
府
寄
り
の
地
方
税
審
議
会
や
地
万

自
治
庁
の
廃
止
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
勧
告
」
は
、
平
衡
交
付
金
の
算
定
に
お
け
る
地
方
財
政
委
員
会
の
役
割
に
関
連
し
て
「
地

方
財
政
委
員
会
は
、
標
準
地
方
費
の
権
威
め
る
尺
度
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
地
万
行
政
の
継
続
的
研
究
を
開
始
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
研

究
中
に
は
地
方
行
政
と
こ
れ
を
行
う
た
め
の
費
用
の
分
析
が
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
研
究
の
結
果
と
し
て
、
地
方
の
財
政
需
要

額
を
算
出
す
る
基
準
が
着
実
に
改
善
さ
れ
、
交
付
金
の
計
算
が
ま
す
ま
す
客
観
的
な
基
礎
の
上
に
お
か
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
、
地
方

財
政
委
員
会
に
よ
る
平
衡
交
付
金
の
計
算
が
客
観
的
な
も
の
と
な
り
う
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
し
か
し
、
現
実
的
に
は
、
地
方
財
政
委
員

会
の
も
と
で
計
算
さ
れ
た
平
衡
交
付
金
総
額
が
国
の
予
算
に
計
上
さ
れ
ず
、
こ
れ
が
客
観
的
で
あ
る
か
ど
う
か
を
め
ぐ
っ
て
固
と
地
方
財

政
委
員
会
と
の
間
に
対
立
が
生
じ
た
。
平
衡
交
付
金
総
額
の
確
保
の
問
題
は
「
勧
告
」
の
当
初
か
ら
の
問
題
で
も
あ
っ
た
が
、

「
勧
舎
」

で
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
そ
う
深
刻
に
受
け
と
め
て
い
た
形
跡
も
な
く
、
標
準
財
政
収
入
額
の
計
算
要
素
で
あ
る
標
準
税
率
や
標
準
財

政
需
要
額
の
計
算
‘
要
素
で
あ
る
「
測
定
単
位
」
、
「
単
位
費
用
」
が
地
方
財
政
委
員
会
の
も
と
で
決
定
さ
れ
る
と
、
あ
と
は
「
下
か
ら
の
積

上
げ
方
式
」
で
ル

l
ル
と
し
て
「
自
動
的
L

に
総
額
が
決
定
さ
れ
、
国
の
予
算
に
計
上
さ
れ
る
も
の
と
楽
観
的
に
考
え
て
い
た
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
勧
告
」
が
地
方
財
政
委
員
会
と
中
夫
政
府
の
対
立
の
存
在
を
如
実
に
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め



に
、
明
確
な
位
置
づ
け
が
で
き
ず
、
後
に
地
方
財
政
委
員
会
の
設
置
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
の
委
員
会
を
独
立
の
行
政
機
関
と
す
る
か
、
内
閣

に
責
任
を
も
っ
機
関
に
す
る
か
の
問
題
が
組
上
に
の
ぼ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ち
な
み
に
時
の
連
合
国
最
高
司
令
官
は
吉
田
総
理
大
臣
宛
の

書
簡
で
次
の
よ
う
に
述
べ
、
地
方
財
政
委
員
会
と
中
央
政
府
、
国
会
の
士
一
J

ぜ
聞
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
「
中
央
政
府
の
予
算
に
計

上
さ
れ
る
べ
き
交
付
金
総
額
に
つ
い
て
の
内
閣
の
決
定
が
、
委
員
会
の
勧
告
と
く
い
ち
が
っ
た
場
合
、
委
員
会
は
他
の
独
立
機
関
守
山
富
ー

門
戸

2
0問
問
。
話
B
E
S
H
)
に
対
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
の
と
同
様
な
保
護
手
段
、
す
な
わ
ち
国
会
に
対
し
て
直
接
に
自
己
の
見
解
を
提
出
す

ハ
8
〉

る
権
限
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
L

と。

こ
の
よ
う
に
、
地
方
財
政
委
員
会
の
性
格
、
権
限
を
め
ぐ
っ
て
は
、
連
合
国
側
の
見
解
を
仰
ぐ
ほ
ど
、
国
内
の
意
見
の
対
立
が
存
在
し

て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
直
接
的
に
は
平
衡
交
付
金
総
額
に
つ
い
て
の
意
見
の
違
い
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、

「
下
か
ら
の
積
上
げ
方
式
」
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
る
平
衡
交
付
金
総
額
を
め
ぐ
っ
て
、
固
と
地
万
問
の
意
見
の
相
違
が
な
く
な
る

で
あ
ろ
う
と
考
え
る
こ
と
自
体
問
題
な
の
で
あ
っ
て
、
わ
が
国
の
よ
う
な
中
央
集
権
の
強
聞
な
体
制
に
お
い
て
は
、
対
立
が
存
在
す
る
こ

と
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
地
方
団
体
の
利
益
代
表
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
直
接
国
会
に
責
任
を
も
っ
強
力

な
行
政
機
関
が
制
度
的
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
問
題
は
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
民
主
的
な
制
度
の
活
用
の
し

か
た
で
あ
り
、
こ
れ
を
す
べ
て
そ
の
よ
う
な
制
度
の
創
-
設
を
提
案
し
た
「
勧
告
」
の
責
任
に
す
る
こ
と
こ
そ
問
題
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
方
財
政
委
員
会
の
決
定
に
す
べ
て
委
ね
る
べ
き
で
あ
る
、
と
「
勧
告
」
が
考
え
て
い
た
と
一
方
的
に

解
す
る
の
に
も
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、

「
勧
告
」
が
平
衡
交
付
金
の
総
額
に
関
連
し
て
「
地
方
政
務
に
関
す
る
詳

細
な
情
報
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
中
央
政
府
は
そ
の
補
助
金
を
よ
り
有
効
な
方
面
に
向
け
、
平
衡
交
付
金
に
向
け
る
べ
き
総
額
を
決
定
す

〈

9
〉

る
基
礎
を
得
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、

「
勧
告
」
に
は
決
し
て
中
央
政
府
を
総
額
の
決
定
過
程
か
ら
全
く
躍
除

シ
ャ
ウ
プ
一
般
平
衡
交
付
金
構
想
の
再
検
討

一O
七



シ
ャ
ウ
プ
一
般
平
衡
交
付
金
構
想
の
再
検
討

一O
八

し
て
し
ま
う
意
図
は
な
か
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
地
方
財
政
委
員
会
が
研
究
し
、
創
造
す
る
基
礎
的
、

客
観
的
な
情
報
に
よ
っ
て
、
中
央
政
府
と
地
方
団
体
間
の
意
見
の
違
い
は
、
地
方
財
政
委
員
会
と
い
う
民
主
的
行
政
機
関
を
媒
介
と
し
て

合
理
的
、
公
平
に
両
者
の
聞
で
あ
る
い
は
国
会
の
場
で
、
調
整
で
き
る
も
の
と
「
勧
告
」
は
確
信
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
平
衡
交
付
金
構
想
の
理
念
や
そ
の
実
現
過
程
を
考
察
す
る
場
合
、
ど
う
し
て
も
欠
か
せ
な
い
問
題
ば
政
府
間
の
事
務
配
分
の
問

題
で
あ
る
。
「
勧
告
」
は
、
「
現
在
、
二
一
段
階
〈
国
、
都
道
府
県
お
よ
び
市
町
村
|
筆
者
)
の
統
治
機
関
に
対
す
る
事
務
の
配
分
は
複
雑
で
、
且

(

叩

)

つ
次
の
い
く
つ
か
の
理
由
か
ら
地
方
自
治
お
よ
び
地
方
的
責
任
に
と
っ
て
・
有
害
で
あ
る
」
と
述
べ
、
わ
が
国
の
事
務
配
分
の
問
題
点
と
し

て
、
①
行
政
責
任
が
明
確
で
な
い
、
⑦
事
務
配
分
が
複
雑
で
あ
る
、
③
中
央
政
府
の
関
与
が
多
す
ぎ
る
、
④
特
定
事
務
の
割
り
当
て
が
能

率
的
で
な
い
、

の
四
点
を
指
摘
し
、
各
行
政
機
関
の
事
務
の
配
分
を
研
究
し
て
、
事
務
の
再
配
分
を
行
う
こ
と
を
勧
告
し
て
い
る
。
そ
し

て
「
勧
告
」
は
、
「
こ
の
研
究
は
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
特
別
に
創
設
さ
れ
、
且
つ
国
会
に
対
し
て
勧
告
す
る
権
限
を
も
っ
特
別
な
国
の
委

員
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
叫
」
と
述
べ
、
こ
の
た
め
地
方
行
政
組
織
調
査
委
員
会

2
Z
S
E
E患
8
0
2
0
n即日
E
4
3
5
2
H

。
門
岡
田
D
H
N
即
位
。
与
を
組
織
す
べ
き
こ
と
を
勧
告
し
て
い
る
。

「
勧
告
」
に
よ
る
と
、
こ
の
委
員
会
は
地
方
財
政
委
員
会
と
同
様
、
知
事
会
議

議
長
、
市
長
会
会
長
お
よ
び
町
村
長
会
会
長
が
任
命
す
る
三
名
の
委
員
と
総
理
大
臣
が
伍
命
し
て
も
よ
い
二
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
る
。

「
勧
告
」
は
、
こ
の
委
員
会
が
従
う
べ
き
一
般
原
則
と
し
て
、
行
政
責
任
の
明
確
化
・
集
中
化
、
地
方
団
体
の
規
模
、
能
力
、
財
源
に
応

じ
た
行
政
事
務
の
配
分
、
市
町
村
優
先
の
原
則
を
か
か
げ
、
事
務
配
分
の
試
案
と
し
て
自
治
体
警
察
、
義
務
教
育
、
災
害
復
旧
関
係
の
事

務
を
地
方
団
体
に
委
譲
す
べ
き
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

つ
い
で
「
勧
告
」
は
、

「
二
重
責
任
説
に
基
い
た
一
部
補
助
金
は
こ
れ
を
大
削

減
を
し
て
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
対
す
る
全
責
任
を
そ
れ
ら
を
遂
行
す
る
に
最
も
適
し
た
行
政
機
関
に
割
り
当
て
る
よ
う
に
勧
告
す
る
。
そ

(
立
)

う
す
れ
ば
、
財
政
調
整
は
平
衡
交
付
金
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
、
負
担
令
的
事
務
の
再
配
分
と
間
庫
補
助
金
の
整
理
及
び
こ



の
財
源
の
平
衡
交
付
金
へ
の
振
替
え
を
携
案
し
た
。

事
務
配
分
問
題
は
平
衡
交
付
金
構
想
の
検
討
に
お
い
て
も
不
可
欠
な
課
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
直
接
的
に
は
平
衡
交
付
金
の
算
出
要
素
で

あ
る
標
準
叫
財
政
需
要
額
の
行
政
事
務
の
具
体
的
内
容
の
決
定
と
深
い
関
係
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
わ
が
国
の
場
合
の
ょ
っ

に
、
国
か
ら
の
委
任
事
務
が
多
く
、
し
か
も
二
重
責
任
論
に
も
と
づ
く
国
庫
負
担
金
等
が
現
実
の
地
方
財
政
じ
お
い
て
中
央
集
権
的
体
制

を
つ
く
り
上
げ
て
い
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
事
務
再
配
分
は
緊
急
の
課
題
で
あ
っ
た
。
事
務
配
分
の
か
か
る
実
情
が

解
決
さ
れ
な
く
て
は
、
平
衡
交
付
金
構
想
の
実
質
的
な
実
現
が
不
可
能
で
あ
る
の
も
当
然
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ぎ
に
平
衡
交
付
金
構
想
の
具
体
的
検
討
に
あ
た
っ
て
重
要
な
問
題
と
な
る
の
は
国
庫
補
助
金
で
あ
る
。

「
勧
告
L

が
国
庫
補
助
金
に

よ
っ
て
、
「
貧
困
地
方
は
不
当
な
重
荷
を
負
う
こ
と
を
要
求
せ
ら
れ
る
か
、
ま
た
は
補
助
金
交
付
を
受
け
る
資
格
を
得
る
た
め
に
補
助
金
の

な
い
行
政
を
怠
る
よ
う
に
な
る
」
と
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
、
国
庫
補
助
金
が
地
方
財
政
に
与
え
る
影
響
に
は
甚
大
な
も
の
が
あ
り
、
当

然
こ
れ
は
平
衡
交
付
金
の
あ
り
方
に
も
影
響
を
及
ぼ
さ
ず
に
は
お
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
国
庫
補
助
金
問
題
は
平
衡
交
付
金
構
想
に
と

つ
て
は
無
視
で
き
な
い
重
要
な
課
題
な
の
で
あ
る
。

国
庫
補
助
金
の
改
革
案
を
提
示
い
問
。
①
経
費
は
全
額
政
府
負
担
で
あ
る
が
、
施
策
は
地
方
団
体
に
よ
っ
て
い
る
全
額
補
助
金
は
全
廃
す

「
勧
告
」
は
国
庫
補
助
金
の
功
罪
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
、
次
の
よ
う
に
わ
が
国
の

る
。
②
一
部
補
助
金
の
総
額
は
削
減
し
、
二
重
責
任
論
に
も
と
づ
く
政
府
負
担
金
は
事
務
と
と
も
に
地
方
に
う
つ
し
て
、
そ
の
財
源
は
平

衡
交
付
金
で
措
置
す
べ
き
で
あ
る
。
奨
励
的
一
部
補
助
金
な
吋

OBOES-
∞
吾
広
島

g
〉
は
存
続
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

①
公
共
事
業
補
助

金
は
現
状
を
継
続
す
る
。

つ
ま
り
「
勧
告
」
は
、
国
庫
補
助
金
は
公
共
事
業
関
係
の
補
助
金
と
奨
励
的
補
助
金
を
除
い
て
廃
止
し
、
麗
止

に
よ
っ
て
生
じ
た
財
源
は
平
衡
交
付
金
に
振
り
替
え
る
と
と
を
勧
告
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
づ
い
て
「
勧
告
」
は
、

「
補
助
金
を
与
え

た
結
果
、
行
政
機
関
の
経
常
的
活
動
を
犠
牲
に
し
て
、
補
助
金
交
付
を
受
け
た
方
面
の
活
動
を
奨
励
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
回
避
す
る

シ
ャ
ウ
プ
一
般
平
衡
交
付
金
構
想
の
再
検
討

一O
九



シ
ャ
ウ
プ
一
般
平
衡
交
付
金
構
想
の
再
検
討

一一

O

た
め
に
は
、
提
供
す
る
補
助
金
の
金
額
は
、
地
方
が
財
政
難
を
伴
わ
ず
に
地
方
負
担
分
を
果
、
す
こ
と
の
で
き
る
程
度
に
制
限
せ
ね
ば
な
ら

(
河
川
〉

な
い
」
と
国
庫
補
助
金
の
地
方
財
政
に
与
え
る
影
響
を
無
視
し
え
ず
、
国
庫
補
助
金
の
抑
制
を
提
案
す
る
が
、
こ
こ
で
も
や
は
り
そ
の
程

度
は
具
体
的
に
示
さ
れ
る
こ
と
な
く
終
っ
て
い
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
事
務
の
再
配
分
と
同
様
国
庫
補
助
主
も
「
勧
告
」
の
方
向
で
改

草
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
平
衡
交
付
金
構
想
の
実
現
に
と
っ
て
大
き
な
障
害
に
な
っ
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
て
、

つ
ぎ
の
課
題
は
平
衡
交
付
金
構
想
と
地
方
税
と
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
平
衡
交
付
金
構
想
の
ね
ら
い

は
、
過
重
な
税
負
担
が
な
く
て
む
、

「
最
低
限
度
」
の
標
準
的
行
政
を
遂
行
で
き
る
よ
う
に
、
地
方
団
体
聞
の
財
源
を
均
衡
化
し
、
さ
ら

に
は
地
方
団
体
が
必
要
に
よ
り
、
自
由
に
施
策
が
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
地
方
団
体
に
と
っ
て

白
白
な
施
策
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
平
衡
交
付
金
構
想
に
と
っ
て
も
重
要
な
一
課
題
で
あ
る
が
、
地
方
団
体
が
自
由
な
施
策
が
で
き
る
た
め

に
は
独
立
税
源
、
課
税
の
自
主
権
が
強
化
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
い
ま
さ
ら
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

「
勧
告
」
は
、
地

方
団
体
に
と
っ
て
平
衡
交
付
金
の
よ
う
な
国
に
依
存
す
る
財
源
が
増
大
す
る
こ
と
は
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
警
告
し
、
平
衡
交
付
金

を
「
均
等
化
と
一
致
す
る
最
低
限
に
制
限
す
る
」
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
そ
の
た
め
に
地
方
団
体
に
独
立
税
を
十
分
に
与

ぇ
、
富
裕
な
地
方
団
体
が
平
衡
交
付
金
を
受
け
な
く
て
も
よ
い
よ
う
に
し
よ
う
と
述
べ
て
い
る
。
地
方
団
体
に
自
主
課
税
権
を
認
め
、
十

分
な
税
源
が
保
証
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
平
衡
交
付
金
構
想
の
現
実
化
は
お
よ
そ
不
可
能
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、

シ
ャ
ウ
プ
勧
告
の
一
般
平
衡
交
付
金
構
想
は
そ
の
理
念
を
実
現
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
ど
う
し
て
も
「
下
か
ら
の
積
上
げ

方
式
」
、
地
方
財
政
委
員
会
の
設
置
、
事
務
の
責
任
の
明
確
化
と
集
中
化
の
た
め
の
事
務
再
配
分
、
地
方
行
政
組
織
委
員
会
の
創
設
、

国

庫
補
助
金
の
整
理
と
平
衡
交
付
金
へ
の
振
替
え
、
地
方
独
立
税
の
強
化
、
課
税
の
自
主
権
の
拡
大
等
の
諸
改
革
が
前
携
と
な
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
平
衡
交
付
金
構
想
を
現
実
化
さ
せ
、
発
展
さ
せ
る
た
め
の
不
可
欠
な
条
件
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、



こ
れ
ら
の
条
件
は
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
の
改
革
が
不
十
分
で
あ
っ
て
も
平
衡
交
付
金
構
想
が
実
質
的
に
崩
壊
せ
ざ
る
を
待
な
い
ほ
ど
重
一
安

な
課
題
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

「
勧
告
」
が
、

「
一
切
の
重
要
な
勧
告
事
項
お
よ
び
細
か
い
勧
告
事
項
の
多
く
は
、
相
互
に
関
連
を
も
っ

て
い
る
。
も
し
重
要
な
勧
告
事
項
の
一
部
が
排
除
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
他
の
場
合
は
、
そ
の
結
果
価
値
を
減
じ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
有
害

ハ
泊
四
)

な
も
の
と
な
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
勧
告
の
一
部
の
み
を
取
入
れ
る
こ
と
に
伴
う
結
果
に
つ
い
て
は
責
任
を
負
わ
な
い
」
と
い
み
じ
く
も
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
平
衡
交
付
金
構
想
の
現
実
化
の
た
め
に
は
、
平
衡
交
付
金
構
想
を
構
造
的
に
つ
く
り
上
げ
て
い
る
こ
れ
ら
の
諸
条
件

に
つ
い
て
「
勧
告
」
が
提
言
し
て
い
る
民
主
的
な
方
向
で
発
展
的
に
改
革
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

(

1

)

同
町
、
ロ
ミ
・
ぐ
c
-
-
T
目

J

N
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(

2

)

同町、む喝
4
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〈
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H

・
-
H
H
・〉同】円
xw口
(
回
目
凶
W

M

U

・
〉
NAH
・

(
3〉
」

G
R・
-
℃
・
〉
M
M
-

ハ
4
)
勾句、司噌
4
・
〈
D
H

・H
-
H
Y

∞。.

(
5
)
~忠
弘
・
ゆ
】
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U
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〈

6
)
同
出
向
』
ロ
ミ
一
ご
く
o
H

・
H
H
T

〉
ロ
句
。
ロ
a
H
w

司
・
〉
ω
0
・

(

7

)

藤
田
教
授
は
こ
の
こ
と
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
現
実
的
に
は
、
そ
の
後
、
年
々
必
要
な
平
衡
交
付
金
額
が
、
国
の
予
算
に
計
上

さ
れ
ず
、
そ
の
機
能
の
発
揮
を
妨
げ
た
。
こ
の
実
情
か
ら
み
て
も
、
将
来
の
紛
争
を
避
け
る
た
め
に
、
平
衡
交
付
金
額
の
見
積
と
要
求
に
つ
い
て
、

地
方
財
政
委
員
会
に
強
力
な
権
限
を
あ
た
え
、
政
府
や
閏
会
も
そ
の
見
積
り
が
不
当
で
な
い
か
き
り
、
こ
れ
に
し
た
が
う
こ
と
と
す
る
べ
き
で
は
な

か
っ
た
か
。
著
者
も
当
時
こ
れ
を
主
張
し
た
己
『
現
代
日
本
地
方
財
政
史
(
上
巻
)
』
二
六
七
ペ
ー
ジ
。

(

8

)

大
蔵
省
財
政
史
室
編
『
昭
和
財
政
史
団
地
方
財
政
』
三
九
二
ペ
ー
ジ
@

(
9
)
~則
。
』
司
。
ぇ
・
〈
O
H
・
ロ
ア
〉
]
)
日
V
申
H
H
白山
H
-
H
Y

〉
ωο
・

ハ叩
)

L

「
守
凡
弘
・
・
匂
・
〉
A
F

・

(

日

〉

L

吉
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・
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・
〉
Nm-
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(
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〈

珂

)

(
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)
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同
忠
弘
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匂
-

K
戸
H

∞・

島
恭
彦
「
民
主
化
政
策
と
地
方
行
政
調
査
委
員
会
議
の
意
義
」
(
「
経
済
論
叢
」
第
八

O
巻
第
四
号
)
参
照

Q

H
N
e
b
p

〈
o
r
-
-
H
Y
H
Y
N日
w
M
P
-参
照
。

河
内
町
ロ
ミ
・
〈
C
H
・
-
H
F
〉司日
u
o
ロa
p
H
U

〉
N
0
・

H
F
H
p
u
M
M
・
〉
M

一
1

・

藤
田
「
前
掲
書
」
二
六
七
ペ
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ジ
参
照
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勾
町
、
b
ミ
・
〈
O
H
・
H
-
H吋
O
コ
き
円
岳
町
・
ロ
・

一
般
平
衡
交
付
金
の
算
定
問
題

(1) 

総
額
の
決
定
と
配
分

平
衡
交
付
金
総
額
の
決
定
と
各
地
方
団
体
へ
の
配
分
ま
で
の
一
連
の
平
衡
交
付
金
の
決
定
過
程
は
、

い
わ
ゆ
る
「
下
か
ら
の
積
上
げ
方

式
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、

「
勧
告
」
に
よ
る
と
、
こ
の
過
程
ほ
以
下
の
よ
う
に
す
す
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
各
地
方

団
体
毎
の
標
準
財
政
需
要
額
と
標
準
財
政
収
入
額
を
計
算
し
て
、
前
者
か
ら
後
者
を
控
除
し
た
差
額
す
な
わ
ち
平
衡
交
付
金
額
を
算
出
す

る
。
そ
し
て
、
こ
の
各
地
方
団
体
の
平
衡
交
付
金
額
を
総
計
し
た
額
を
国
の
一
般
会
計
に
計
上
し
、
と
れ
を
先
に
算
出
し
た
各
地
方
団
体

の
平
衡
交
付
金
額
に
も
と
さ
つ
い
て
各
地
方
団
体
に
配
分
す
る
。

「
勧
告
」
に
お
け
る
平
衡
交
付
金
算
定
の
こ
の
一
連
の
過
程
は
、

付
額
と
配
付
方
法
と
を
地
方
団
体
の
必
要
と
財
源
と
に
よ
り
よ
く
応
じ
て
決
定
す
れ
山
」
と
い
う
「
勧
告
」
の
方
針
に
も
と
づ
い
て
、
し
か

「
毎
年
十
分
公
平
に
金
額
が
定
め
ら
れ
、
少
な
く
と
も
中
央
政
府
が
守
る
べ
き
一
定
の
ル

i
ル
が
確
立
さ
れ
て
い
る
」
よ
う
な
方
式

も

「
全
配

に
し
よ
う
と
の
「
勧
告
」
の
平
衡
交
付
金
に
つ
い
て
の
基
本
的
考
え
方
を
基
盤
に
し
て
考
案
さ
れ
た
。



し
か
し
、
さ
き
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、

「
勧
告
」
の
平
衡
交
付
金
決
定
の
こ
の
「
ル

l
ル
化
」
に
は
一
定
の
限
界
が
見
受
け
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
「
勧
告
」
は
標
準
財
政
需
要
額
の
計
算
要
素
で
あ
る
「
測
定
単
位
」
、
「
単
位
費
用
」
、
及
び
標
準
財
政
収
入
額
の
計
算
要

素
で
あ
る
標
準
税
率
が
決
定
さ
れ
れ
ば
、
あ
と
は
ど
こ
か
ら
も
窓
意
の
入
る
余
地
が
な
い
ほ
ど
「
機
械
的
」
、
「
自
動
的
」
に
一
定
の
「
ル

ー
ル
」
と
し
て
平
衡
交
付
金
が
算
出
さ
れ
う
る
も
の
と
考
え
た
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
、

「
測
定
単
位
」
や
「
単
位
費
用
」
及
び
標
準

税
率
の
「
令
理
的
」
算
定
を
前
提
に
し
た
上
で
の
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、

「
勧
告
」
の
平
衡
交
付
金
の
決
定
方
式
で
最
も
重
要
な

の
は
各
地
方
団
体
の
平
衡
交
付
金
の
算
出
方
法
で
あ
り
、
な
か
ん
づ
く
標
準
財
政
需
要
額
と
標
準
財
政
収
入
額
の
計
算
の
仕
方
、

つ
#4F
杓ノ

「
測
定
単
位
」
、
「
単
位
費
用
」
、
「
標
準
税
率
」
の
算
定
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、

「
勧
告
」
が
述
べ
て
い
る
平
衡

交
付
金
算
定
の
趣
旨
や
内
容
か
ら
推
量
す
れ
ば
そ
う
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、

「
勧
告
」
の
平
衡
交
付
金
の
算
定
方
式
に
つ
い
て
の

問
題
設
定
と
し
て
は
必
ず
し
も
十
分
で
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
い
う
の
は
、

一
つ
に
は
「
下
か
ら
の
積
上
げ
方
式
」
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
平
衡
交
付
金
の
総
計
額
が
国
の
一
般
資
金
に
そ
の
ま
ま

計
上
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
に
問
題
が
な
い
と
は
決
し
て
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
平
衡
交
付
金
の
各
地
方
団
体
へ

の
配
分
額
が
、
各
地
方
団
体
毎
に
計
算
し
た
平
衡
交
付
金
額
に
一
致
す
る
か
ど
、
つ
か
の
間
題
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
各
地
方
団
体
毎
に

算
出
さ
れ
た
平
衡
交
付
金
額
が
、
地
方
団
体
の
財
源
構
成
上
、
地
方
団
体
が
真
に
必
要
と
し
て
い
る
平
衡
交
付
金
額
に
対
応
し
て
い
る
か

ど
う
か
の
問
題
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
既
述
の
よ
う
に
平
衡
交
付
金
総
額
の
確
保
問
題
に
つ
い
て
考
祭
し
た
際
に
ふ
れ
た
地
方
財

政
委
員
会
が
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。

後
者
に
つ
い
て
根
本
的
に
問
題
と
な
る
の
は
、

「
勧
告
L

の
平
衡
交
付
金
の
算
定
に
お
い
て
は
、
平
衡
交
付
金
額
は
標
準
財
政
需
要
額

と
標
準
税
収
入
の
二
つ
の
要
素
で
決
定
さ
れ
る
が
、
国
に
よ
っ
て
推
計
さ
れ
て
い
る
地
方
団
体
全
体
の
地
方
財
政
計
画
の
作
成
に
お
い
て
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一
定
の
財
政
需
要
を
賄
う
財
源
は
多
種
多
様
な
財
源
で
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
組
み
合
せ
で
平
衡
交
付
金
の
必
要
額
が
決
定
さ
れ
る

点
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
現
実
的
に
は
、
平
衡
交
付
金
の
決
定
は
、

「
勧
告
」
に
お
け
る
よ
う
に
、
地
方
税
以
外
の
他
の
財
源
と
無
関
係
に

決
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
他
の
財
源
に
従
属
し
た
か
た
ち
で
決
定
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

こ
の
問
題
を
考
察
す
る
手
掛
り
と
し
て
、
「
勧
告
」
が
一
九
五

0
年
度
の
地
方
予
算
の
推
計
に
お
い
て
提
示
し
た
一
、
二

O
O億
円
の
平

衡
交
付
金
の
総
額
の
決
定
の
仕
方
と
配
分
方
法
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
「
勧
告
し
は
、
「
日
本
の
地
方
団
体
は
危
機
に
面
し
て
い
る
。

更
に
多
く
の
金
が
急
速
に
必
要
で
あ
る
。
こ
の
緊
急
状
態
に
鑑
み
、
平
衡
交
付
金
制
度
の
会
一
面
的
発
展
を
待
つ
こ
と
は
実
際
的
で
な
い
。

そ
れ
故
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
均
等
化
計
画
を
長
期
同
標
と
し
て
採
用
す
る
が
、
地
方
団
体
を
健
全
な
財
政
的
地
位
に
お
く
た
め
に
即
刻
措

置
を
と
る
よ
う
に
勧
告
す
る
。
こ
れ
ら
の
措
置
は
こ
こ
一
一
、
三
年
間
に
わ
た
る
完
全
な
均
等
化
計
画
の
発
展
に
貢
献
す
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
述
、
へ
、
さ
ら
に
、
「
平
衡
交
付
金
は
地
方
財
源
総
額
が
上
述
の
四
、
二
五

O
億
円
に
及
ぶ
と
い
う
保
証
が
で
き
る
位
の

額
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
の
主
張
の
も
と
に
、

一
九
五

0
年
度
の
平
衡
交
付
金
と
し
て
一
、
二

O
O億
円
を
割
り
当
て
る
こ
と
と
し
た
。

そ
し
て
こ
の
配
分
に
つ
い
て
は
、
「
勧
告
」
は
真
の
均
等
化
方
式
に
接
近
す
る
第
一
歩
と
な
る
よ
う
に
立
案
さ
れ
る
新
し
い
暫
定
的
方
式
に

基
い
て
地
方
団
体
へ
配
分
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
「
一
九
五

0
年
度
の
新
暫
定
方
式
は
、
現
存
す
る
資
料
が
許
す
限
り
均
等
化
の
理

想
に
近
付
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
主
張
し
、
各
地
方
団
体
の
標
準
財
政
需
要
額
と
標
準
財
政
収
入
額
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
く
わ
し
く
提

示
し
な
が
ら
、
注
目
す
べ
き
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

「
全
財
政
需
要
額
か
ら
全
財
政
力
を
差
引
け
ば
、
そ
の
差
額
が

そ
の
地
方
に
対
す
る
平
衡
交
付
金
算
出
の
基
礎
会

r
z回
目
白
)
に
な
る
で
あ
ろ
う
〈
零
あ
る
い
は
マ
イ
ナ
ス
の
数
字
は
単
に
援
場
無
用
を
意
味
す

、

〈

6
)

る
〉
。
中
央
政
府
が
配
付
す
る
金
額
は
財
政
需
要
額
と
財
政
力
と
の
聞
の
差
額
に
比
例
し
て
全
地
方
当
局
聞
に
配
付
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
ハ
傍

点
筆
者
)
と
。
「
勧
告
」
の
こ
の
表
現
は
、

一
九
五

O
年
一
肢
の
た
め
に
計
算
し
た
各
地
万
団
体
の
平
衡
交
付
金
総
額
と
国
の
予
算
に
計
上
す



る
も
の
と
予
定
し
た
て
二

O
O億
円
の
平
衡
交
付
金
総
額
と
が
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
こ
と
を
予
想
し
て
各
地
方
団
体
に
対
す
る
配
分

方
法
に
つ
い
て
提
案
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
各
地
方
団
体
に
対
す
る
実
際
の
配
分
額
を
、
こ
の
一
、
二

O
O億
円
に
一

致
さ
せ
る
よ
う
に
各
地
方
団
体
の
予
定
額
に
按
分
比
例
的
に
行
な
お
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
「
勧
告
し
が
、

「
標
準
費
用
と
標
準
収
入
と
に
関
し
信
頼
で
き
る
材
料
を
供
給
す
る
に
是
る
だ
け
進
歩
し
た
時
、
お
よ
び
中
央
政
府
の
財
源
が
今
臼
以
上

に
確
固
た
る
基
躍
を
え
た
時
に
は
、
平
衡
交
付
金
と
し
て
毎
年
支
出
す
る
額
は
全
地
方
当
局
の
総
標
準
必
要
額
と
総
標
準
財
政
力
問
の
相

違
に
等
し
い
で
あ
ろ
九
」
(
傍
点
筆
者
〉
と
述
べ
て
、
完
全
な
平
衡
交
付
金
構
想
を
実
現
す
る
た
め
の
条
件
と
し
て
、
資
料
の
整
備
以
外
に

中
央
政
府
の
財
政
事
情
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
国
の
財
政
事
情
が
悪
化
し
て
い
る
場
合
は
、

「
勧
告
」
の
平
衡
交
付

金
の
算
定
方
式
は
完
全
に
は
実
現
で
き
な
い
こ
と
を
「
勧
告
」
自
ら
認
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
勧
告
」
が
一
九
五

0
年
度
の
平
衡
交
付
金
額
と
し
て
提
示
し
た
て
二

O
O億
円
は
、
「
地
方
財
源
総
額
が
四
、
二
五

O
億

円
に
及
ぶ
と
い
う
保
証
が
で
き
る
位
で
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
」
と
の
方
針
に
も
と
づ
い
て
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
決
定
の
仕
方
は

地
方
財
政
総
額
を
決
め
、
そ
れ
を
構
成
す
る
各
種
財
源
の
組
み
合
せ
を
考
慮
し
た
結
果
と
し
て
決
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
従
来
か
ら
の

地
方
財
政
計
画
の
作
成
方
式
と
何
ら
変
わ
り
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
金
額
は
一
九
四
九
年
度
の
五
八

O
億
円
に
く
ら
べ
る
と
ニ
倍
以
上
に

も
及
ん
で
い
る
が
、

一
九
四
九
年
度
は
地
方
配
付
税
率
が
半
減
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
国
庫
補
助
金
の
平
衡
交
付
金
へ
の
振
替
分
約
四

。
。
億
円
を
考
慮
す
る
と
、

一、ご

O
O億
円
と
い
う
金
額
は
必
ず
し
も
多
額
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
地
方
財
政
計
画
方
式
で
平
衡
交
付
金
を
算
定
す
る
こ
と
と
、

「
勧
告
L

の
「
下
か
ら
の

積
上
げ
方
式
」
で
平
衡
交
付
金
を
算
定
す
る
こ
と
と
は
全
く
異
質
の
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
、
平
衡
交
付
金
を
地
方
財
源
を
構
成
し
て
い

る
種
々
の
財
源
の
組
み
合
せ
で
決
定
す
る
の
に
対
し
、
後
者
は
標
準
財
政
需
要
額
と
標
準
税
収
入
の
ニ
つ
の
要
素
、
財
源
と
し
て
み
れ
ば

シ
ャ
ウ
プ
一
般
平
衡
交
付
金
構
想
の
再
検
討

一
一
五



シ
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一」
ノ、

税
収
入
の
み
で
決
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
か
も
、

残
念
な
こ
と
は
「
勧
告
」
は
一
、
ニ

O
O億
円
の
平
衡
交
付
金
を

提
案
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
下
か
ら
の
積
上
げ
方
式
」
と
し
て
詳
細
に
説
明
し
て
い
る
平
衡
交
付
金
の
計
算
方
法
は
、
現
実
の
平
衡

交
付
金
の
計
算
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
地
方
団
体
の
標
準
財
政
需
要J
額
の
計
算
方
法
も
標
準
財
政
収
入
額
の
計
算
方
法
も
何
ら
具
体

的
に
示
さ
れ
る
こ
と
な
く
終
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
現
実
の
平
衡
交
付
金
の
計
算
に
中
央
政
府
が
ど
う
か
か
わ
り
合
う
か
は
重

要
な
問
題
で
あ
る
が
、

「
勧
告
」
は
一
方
で
は
中
央
政
府
が
従
う
べ
き
「
ル

i
ル
」
が
あ
る
と
し
、
ま
た
地
方
の
必
要
と
財
源
に
応
じ
て

決
定
さ
れ
る
と
し
な
が
ら
も
、
他
方
で
は
中
夫
政
府
の
財
政
事
情
を
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。
「
地
方
事
情
に
関
す
る
詳
細
な
情
報
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
央
政
府
は
そ
の
補
助
金
を
よ
り
有
効
な
方
面
に
向
け
、
平
衡

、〈
9
)

交
付
金
に
向
け
る
べ
き
総
額
を
決
定
す
る
基
礎
を
得
る
で
あ
ろ
う
」
(
傍
点
筆
者
〉
と
。
こ
れ
は
平
衡
交
付
金
の
決
定
か
ら
中
央
政
府
を
全

く
廃
除
し
て
し
ま
う
も
の
で
な
い
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
、

「
勧
告
」
が
、
平
衡
交
付
金
の
総
額
の
計
算
に
お

い
て
、
地
方
財
政
委
員
会
、
中
央
政
府
、
地
方
政
府
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
う
い
う
役
割
を
果
し
、
ま
た
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
べ
き
だ
、
と
考

え
て
い
る
の
か
、
依
然
と
し
て
不
明
確
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

(
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(2) 

標
準
財
政
需
要
額
の
計
算

平
衡
交
付
金
算
出
の
一
方
の
要
素
で
あ
る
標
準
財
政
需
要
額
は
、
平
衡
交
付
金
の
量
的
決
定
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
ば
か
り
で
な

く
、
こ
の
財
政
需
要
額
が
地
方
行
政
の
実
態
か
ら
著
し
く
君
離
し
た
場
合
は
、
現
実
的
に
他
の
行
政
に
充
当
す
べ
き
税
源
で
補
填
せ
ざ
る

を
得
な
く
、
地
方
団
体
の
行
政
水
準
の
低
下
を
も
た
ら
す
大
き
な
要
因
と
な
る
。
ま
た
標
準
財
政
需
額
要
の
計
算
方
法
は
、
既
述
の
よ
う

に
、
平
衡
交
付
金
算
定
の
す
ぐ
れ
た
方
式
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
い
わ
ゆ
る
「
下
か
ら
の
積
上
げ
方
式
」
の
「
客
観
的
」
、
「
合
理

的
」
、
「
ル

l
ル
化
」
に
と
っ
て
も
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
、

「
勧
告
」
に
よ
る
と
、
標
準
財
政
需
要
額
で
現
わ
さ
れ
る
行
政

水
準
の
確
保
が
平
衡
交
付
金
を
受
け
る
地
方
団
体
の
資
格
要
件
と
さ
れ
、
標
準
財
政
需
要
額
の
あ
り
方
は
現
実
的
に
も
地
方
行
財
政
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
平
衡
交
付
金
の
計
算
に
お
い
て
ば
か
り
で
な
く
、
現
実
の
地
方
行
財
政
に
お
い
て
も
重
要
な
意
味

を
も
っ
標
準
財
政
需
要
額
が
ど
の
よ
う
に
算
定
さ
れ
る
か
は
平
衡
交
付
金
構
想
の
検
討
に
と
っ
て
基
本
的
に
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
い
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
、
標
準
財
政
需
要
額
の
計
算
で
重
要
な
の
は
こ
れ
に
含
め
る
行
政
の
種
類
と
費
用
及
び
費
用
の
計
算
要
素
で
あ
る
「
測
定
単
位
」

の
選
択
と
「
単
位
費
用
」
で
あ
る
。
「
勧
告
」
は
標
準
財
政
需
要
額
に
含
め
る
行
政
の
種
類
を
意
味
す
る
表
現
と
し
て
「
標
準
的
札
恥
」

公

S
E目
E
8
2日

g凹
)
、
「
標
準
必
要
額
」
(
田
宮
口
密

a
g色
。
を
用
い
て
い
る
が
、

こ
れ
で
は
や
は
り
標
準
行
政
と
い
う
表
現
以
上
あ
き

ら
か
に
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
国
庫
補
助
金
と
の
関
連
で
述
べ
た
文
章
の
中
で
、
「
勧
告
」
は
、
「
わ
れ
わ
れ
は
、
二
重
責
任
説
に
も
と
づ

こ
れ
ら
の
活
動
に
対
す
る
全
責
任
を
そ
れ
ら
を
遂
行
す
る
に

〈

3
〉

最
も
適
し
た
行
政
機
関
に
割
り
当
て
る
よ
う
に
勧
告
す
る
。
そ
の
と
き
に
は
財
政
調
整
は
平
衡
交
付
金
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」

い
た
一
部
補
助
金
(
負
担
金
的
補
助
金
|
筆
者
〉
は
こ
れ
を
大
削
減
を
し
て
、

と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
国
庫
負
担
金
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
国
か
ら
の
委
任
事
務
を
中
心
と
し
た
行
政
を
平
衡
交
付
金
の

シ
ャ
ウ
プ
一
一
般
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衡
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想
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検
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シ
ャ
ウ
プ
一
般
平
衡
交
付
金
構
想
の
再
検
討

一
一
八

対
象
経
費
と
し
て
標
準
財
政
需
要
額
に
含
め
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
勧
&
己
の
中
で
、
標
準
財
政
需
要
額
に
含
め
る
行
政

ハ
4
〉

の
内
容
を
表
現
し
て
い
る
言
葉
を
列
挙
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
「
地
方
団
体
の
経
常
の
そ
し
て
十
分
に
同
化
さ
れ
た
事
務
」
(
吾
叩

〈

5
)

吋
叩
四
己
目
円
自
色

p
-
q白

目
的
目

E
E
E
P
R
E
S
丘
町
n乱
開

O
S
E
E
S
O、
「
全
国
的
な
地
方
団
体
の
経
常
経
費
」
令
官
忠
岡
己
貸
同
s
a
c
g
o同

(
6
)
 

HOB-
問

0
3
5
g
g
ご
v
gロ
間
宮
己

8
5
R己
、
「
地
方
政
府
の
経
常
経
費
」

(DE山口
R
U
1
8田
仲
田
丸
岡
0
4
0
5
g
g
c、
「
妥
当
な
し
か
し
最
低
限

ハ
7
)

度
の
量
と
質
の
行
政
」

Q
E
m
a
i
g
呉

8
2
8
H
V
S
σ
Z
E
H
E巳
自
由
戸
内
主
B
E
M可田口仏門戸
5
5
5
0
こ
れ
ら
の
表
現
か
ら
推
察
す
れ
ば
、

標
準
財
政
需
要
額
に
含
め
る
行
政
と
し
て
「
勧
告
」
が
予
想
し
て
い
る
行
政
経
費
は
、
要
約
す
る
と
、
地
方
団
体
に
十
分
同
化
し
て
い
る

全
国
的
、
経
常
的
行
政
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
行
政
経
費
は
一
般
的
に
は
義
務
的
経
費
と
い
う
表
現
に
相
応
し
く
、
い
わ

ば
比
較
的
硬
直
的
な
行
政
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
そ
し
て
「
勧
告
」
は
、
か
か
る
行
政
の
費
用
は
妥
当
な
し
か
し
最
低
限
度
の
量
と
質

の
行
政
を
提
供
す
る
に
要
す
る
経
費
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
勧
告
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
行
政
の
種
類
や
費
用

は
具
体
的
に
は
「
勧
告
」
が
提
案
し
て
い
る
地
方
行
政
組
織
委
員
会
や
地
方
財
政
委
員
会
が
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
「
勧
告
」
に

よ
れ
ば
、
地
方
財
政
委
員
会
は
「
標
準
地
方
費
の
権
威
あ
る
尺
度

(EHF-号
E
4
0
8
8
2
B出
色
白

H
S
E
E
-
o
g
H
n
o田
仲
間
)
を
発
展
さ
せ

る
た
め
に
研
究
ぱ
」
、
財
政
需
要
額
を
算
出
す
る
基
準

(
E田
町
)
を
改
善
す
る
役
割
を
荷
っ
て
い
る
。

さ
て
、
「
勧
告
」
は
、
実
際
の
標
準
財
政
需
要
額
の
計
算
は
、
単
位
当
り
の
標
準
費
用
を
見
積
り
(
こ
の
標
準
費
用
は
た
と
え
ば
教
育
費
で

あ
れ
ば
生
徒
一
人
当
り
の
標
準
で
あ
る
が
、
「
勧
告
」
は
こ
の
標
準
額
は
地
方
団
体
の
実
際
の
支
出
額
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
と
述
べ
て
い
る
て
こ
れ
を
実

際
の
地
方
団
体
に
適
用
す
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
問
題
な
の
は
、
こ
の
標
準
額
を
地
方
団
体
の
実
際
の
支
出
額
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
と
い

っ
て
も
、
い
か
な
る
地
方
団
体
を
対
象
と
し
、
い
か
に
見
積
る
の
か
、
具
体
的
に
明
ら
か
で
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
単
位
当
り
費
用
と

い
う
場
合
の
単
位
(
ま
た
は
測
定
単
位
と
も
い
う
〉
を
何
に
求
め
る
か
に
よ
っ
て
各
地
方
団
体
の
標
準
財
政
需
要
額
に
大
き
な
影
響
が
あ
る



と
思
わ
れ
る
が
、

「
勧
告
」
は
、
こ
の
基
準
に
つ
い
て
も
何
ら
具
体
的
に
説
明
す
る
こ
と
な
く
、
た
だ
教
育
費
は
生
徒
数
、
標
準
道
路
費

は
市
町
村
の
場
合
人
口
、
都
道
府
県
の
場
合
は
道
路
の
延
長
と
い
う
よ
う
に
、
何
ら
そ
の
根
拠
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
な
く
、

い
く
つ
か

の
例
示
を
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
行
政
経
費
は
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
中
央
政
府
も
各
地
方
団
体
も
窓
意
的
に
変
更
で
き
る
も
の
で
な
い
点

】

』

、

「
勧
告
」
の
標
準
財
政
需
要
額
計
算
の
特
徴
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
行
政
経
費
は
全
国
的
、
経
常
的
行
政

と
い
う
い
わ
ば
義
務
的
経
費
の
性
格
の
濃
厚
な
比
較
的
硬
直
的
な
行
政
で
あ
り
、
ま
た
費
用
も
こ
の
よ
う
な
行
政
を
遂
行
す
る
の
に
妥
当

な
最
低
限
度
の
費
用
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
測
定
単
位
に
つ
い
て
み
て
も
、
こ
の
単
位
は
、
右
に
の
べ
た
よ
う
な
行
政
経

費
を
も
っ
と
も
良
く
反
映
で
き
る
単
位
を
選
択
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
標
準
的
経
費
が
決
ま
れ
ば
、
現
実
の
特
定
の
地
方
団
体
の

実
例
に
即
し
て
決
定
す
る
こ
と
は
本
来
的
に
は
そ
ん
な
に
困
難
を
と
も
な
う
は
ず
の
も
の
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

「
勧
告
」
の
標
準
財
政
需
要
額
の
計
算
に
お
い
て
基
本
的
に
問
題
な
の
は
、
標
準
的
行
政
の
内
容
規
定
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
標
準
財
政
需
要
と
し
て
の
行
政
を
地
方
団
体
に
同
化
し
た
全
国
的
、
経
常
的
行
政
と
定
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
標

準
財
政
需
要
が
経
常
的
行
政
と
い
う
性
格
規
定
を
受
け
る
と
す
れ
ば
、
公
共
事
業
費
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
臨
時
的
経
費
を
標
準
財
政
需
要

額
の
計
算
に
含
め
る
の
か
ど
う
か
が
大
き
な
問
題
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
事
実
「
勧
告
」
が
標
準
財
政
需
要
額
の
計
算
の
例
と
し
て
示
し

た
学
校
教
育
費
の
中
に
は
、
教
職
員
の
俸
給
等
の
よ
う
に
あ
き
ら
か
に
経
常
経
費
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
含
ん
で
い
る
が
、
そ
こ
に
は
学

校
施
設
等
の
新
規
建
築
費
の
よ
う
な
臨
時
的
大
規
模
な
公
共
事
業
も
合
ま
れ
て
お
り
、
標
準
財
政
需
要
額
は
経
常
的
経
費
で
あ
る
と
規
定

し
た
「
勧
告
」
の
考
え
方
に
矛
盾
す
る
点
も
合
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、

「
勧
告
」
は
公
共
事
業
関
係
の
国
庫
補
助
金
の
存
続
を
提
案
し
て

い
る
が
、
公
共
事
業
は
大
規
模
か
っ
多
額
の
費
用
を
要
し
、
地
方
負
担
分
も
増
大
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、

「
勧
告
」
は
こ
の
財
源
措
置
を

シ
ャ
ウ
プ
一
般
平
衡
交
付
金
構
想
の
再
検
討

一
一
九



シ
ャ
ウ
プ
一
般
平
衡
交
付
金
構
想
の
再
検
討

一二

O

ど
う
す
る
の
か
明
確
に
し
て
い
な
い
。

さ
ら
に
「
勧
告
」
は
、
標
準
的
費
用
の
計
算
に
お
い
て
は
現
実
の
地
方
団
体
の
実
際
の
支
出
額
を

参
考
に
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
が
、
具
体
的
に
決
定
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
前
述
の
よ
う
に
、

い
ろ
い
ろ
な
困
難
を
と
も
な
う
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、

「
勧
告
」
の
標
準
財
政
需
要
額
を
し
て
地
方
団
体
に
同
化
し
た
全
国
的
、
経
常
的
経
費
と
い
う
性
格
規
定
を
与

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
共
事
業
費
の
取
扱
い
、
ひ
い
て
は
変
動
的
な
地
方
行
政
へ
の
対
処
の
仕
方
の
面
で
平
衡
交
付
金
構
想
は
大
き
な

(

日

〉

課
題
に
直
面
せ
ざ
る
を
い
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

(

1

)

同
時
、
ミ
、
H

U

J
可
O
】
・
口
H

・〉日】同】叩ロ門同日
H

-

H

】
・
〉
凶
品
・

(

2

)

同
ザ
弘
、
・
・
匂
・
〉
Nm-

(

3

)

(

4

)

L

『
忠
弘
・
・
日
)
・
〉
H

∞・

(

5

)

(

6

)

』
忠
弘
・
・
司
・
〉

5
・

(

7

)

L

『

ιFN.p・
M
Y
〉
M
A
F

・

(

8

)

L

「

F
R・
-
匂
・
〉
ω。・

(
9
)
h
y・九
-
w
H
U

・
〉
N
由
・
参
照
。

(
叩
)
高
橋
誠
教
授
は
、
現
行
の
地
方
交
付
税
制
度
の
抜
本
的
改
革
案
を
示
し
て
現
行
の
地
方
交
付
税
を
「
財
政
調
整
資
金
」
に
改
め
る
こ
と
を
提
案

し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
「
現
行
の
地
方
交
付
税
の
根
幹
を
維
持
し
、
も
っ
ぱ
ら
財
政
平
衡
機
能
に
と
ど
め
る
と
と
も
に
、
基
準
財
政
需
要
は
、
経

常
的
経
費
に
の
み
に
と
ど
め
る
。
『
投
資
補
助
金
』
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
『
投
資
補
助
金
』
に
統
合
す
る
」
こ
と
を
主
張
し
、
財
政
調
整
制
度
は

経
常
経
費
に
限
定
す
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。
高
橋
誠
「
地
方
交
付
税
と
財
政
調
整
」
(
『
住
民
か
ら
み
た
地
方
財
政
白
書
』
一
九
七
五
年
、
二
二

一
ペ
ー
ジ
)
。

(
ロ
)
和
田
八
束
教
授
は
、
平
衡
交
付
金
制
度
の
限
界
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
@
「
平
衡
交
付
金
制
度
そ
の
も
の
に
、
上
述
の
よ
う
な
新

ら
し
い
地
方
自
治
体
の
課
題
を
十
分
に
解
決
す
る
役
割
を
期
待
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
@
な
ぜ
な
ら
、
平
衡
交
付
金
制
度
に
お
い
て
も
、
大
規
模
な
資

金
を
必
要
と
す
る
先
行
的
投
資
ま
で
も
算
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
変
化
の
は
げ
し
い
地
方
団
体
の
動
向
に
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
対
応
し
て
い

く
こ
と
は
困
難
だ
か
ら
で
あ
る
。
シ
ヤ
ウ
プ
勧
告
に
よ
る
平
衡
交
付
金
制
度
は
、
比
較
的
安
定
的
で
行
政
需
要
も
少
な
い
場
合
に
適
当
な
制
度
で
あ



る
と
い
え
よ
う
」
(
和
田
八
束
「
地
方
交
付
税
制
度
の
役
割
の
変
化
」
(
『
現
代
日
本
の
地
方
財
政
』
一
九
七
O
年
、
一
七
七
ペ
ー
ジ
〉
。

(3) 

標
準
財
政
収
入
額
の
計
算

平
衡
交
付
金
の
算
定
要
素
で
あ
る
標
準
財
政
収
入
額
は
、
標
準
財
政
需
要
額
に
く
ら
べ
、
平
衡
交
付
金
の
研
究
対
象
と
し
て
と
り
上
げ

ら
れ
る
こ
と
が
比
較
的
少
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
標
準
財
政
収
入
額
が
現
実
の
地
方
税
収
入
額
を
基
礎
と
し
て
算
出
さ
れ
て
い
る
た
め
、

怒
意
の
介
入
す
る
余
地
が
少
な
く
、
客
観
性
の
比
較
的
つ
よ
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
「
勧
告
」

の
平
衡
交
付
金
構
想
に
お
い
て
は
、
こ
の
標
準
財
政
収
入
額
は
標
準
税
収
入
額
で
あ
っ
て
、
現
実
の
地
方
税
収
入
額
を
そ
の
ま
ま
反
映
す

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、

「
勧
告
」
に
お
い
て
は
、
地
方
団
体
の
独
立
税
や
課
税
の
自
主
権
が
大
幅
に
認
め
ら
れ
て
い
た
た
め

に
、
地
方
団
体
聞
の
現
実
の
税
収
入
額
に
大
き
な
違
い
が
当
然
生
ず
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

財
政
収
入
額
の
こ
と
を
単
に
「
地
方
団
体
の
財
政
力
」
〈
Hog-
同
宮

g
n
E
与
E
Q
)
、
ま
た

は
一寸

総
標
準
財
政ろ-

P盟
国L_
I)Q 

qミで
者 li
b 
'"丸4

~σ〉

吾標
注準

出

B
R
E
S冒
n庄
司
〉
と
も
表
現
し
て
い
る
が
、
実
際
は
こ
の
財
政
力
は
地
方
団
体
の
収
入
能
力
、

つ
ま
り
地
方
税
収
入
の
こ
と
で
あ
っ

て
、
こ
れ
に
は
地
方
税
以
外
の
収
入
は
含
ん
で
い
な
い
。
「
勧
告
」
も
他
の
と
こ
ろ
で
は
、
「
利
用
し
う
る
税
の
適
当
な
標
準
税
率
に
よ
る

〈

4
)

歳
入
額
と
し
て
現
わ
さ
れ
る
予
想
財
源
」

C
Z
E
K己
主
包

m
g
E
E
5
8
R
2的。何回
M
g
g
a
g
径
四
三
冊
目
且
え
岩
田
口
目
立
叩

S
H巾
由
主

3
8・

〈

5
〉

E
E
O
田仲田口品目
E
2
8
3、
ま
た
は
「
一
定
標
準
税
率
に
よ
る
地
方
税
予
想
収
入
額
」
ハ
場
開
足
当
。
己
内
5
0
1叩
z
a
S
H
O
a
g
H
g
と

nag-ロ

mgロ島田
a
s
gる
で
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
標
準
財
政
収
入
額
は
標
準
税
率
で
課
さ
れ
た
標
準
の
賦
課
徴
収
に
よ
る
地
方
税
収
入
で

あ
る
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
さ
き
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
こ
の
標
準
税
収
入
額
は
単
に
平
衡
交
付
金
額
の
多
少
に
影
響
を
与
え
る
だ
け
で
は
な
く
て
、

地
方
団
体
の
自
由
な
施
策
を
可
能
に
す
る
い
わ
ゆ
る
潜
在
的
財
政
力
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
こ
の
よ
う
に
重
要
な
役
割
を
も
っ
て

シ
ャ
ウ
プ
一
般
平
衡
交
付
金
構
想
の
再
検
討
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い
る
標
準
財
政
収
入
額
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
標
準
税
率
で
課
さ
れ
た
標
準
の
賦
課
徴
収
の
地
方
税
収
入
額
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
現
実

に
適
用
す
る
と
な
る
と
い
ろ
い
ろ
な
困
難
を
と
も
な
う
。

に
し
、 第

一
は
、
標
準
税
率
の
決
定
の
問
題
で
あ
る
。
「
勧
告
」
は
標
準
税
率
は
適
正
な
最
低
限
度
の
税
率
?
な
目
的
。
ロ
与

r
t己
E口
百
即
日

S
S
)

ハ
6
)

「
地
方
団
体
が
最
低
水
準
よ
り
も
高
く
し
た
い
と
思
う
時
に
は
そ
の
税
率
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
程
度
に
低
い
水
準
の
も
の

で
あ
る
べ
き
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
貧
困
な
地
方
団
体
も
自
由
な
施
策
が
で
き
る
よ
う
に
潜
在
的
財
政
力

を
強
化
し
よ
う
と
し
た
「
勧
告
」
の
平
衡
交
付
金
構
想
の
企
図
か
ら
く
る
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
方
に
お
い
て
、

「
勧
告
」

は
、
平
衡
交
付
金
は
、
地
方
自
治
を
害
す
る
こ
と
に
な
る
中
央
依
存
を
最
小
限

ιす
る
た
め
に
、

〈

7
)

限
す
る
」
必
要
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
標
準
財
政
需
要
額
を
変
化
さ
せ
な
い
と
仮
定
す
れ
ば
、
当
然

「
均
等
化
に
一
致
す
る
最
低
限
尻
に
制

標
準
税
収
入
額
の
引
き
上
げ
、

つ
ま
り
標
準
税
率
の
引
き
上
げ
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、

「
勧
告
」
の
中
に
は

相
対
立
す
る
提
案
が
行
わ
れ
て
お
り
、
現
実
の
標
準
税
率
の
決
定
の
際
、
ど
ち
ら
の
考
え
方
に
従
う
べ
き
か
、
明
確
に
で
き
な
い
問
題
が

あ
る
。
さ
ら
に
は
、
「
勧
告
」
の
地
方
税
に
関
す
る
提
案
と
の
関
連
も
あ
き
ら
か
で
な
い
。
す
な
わ
ち
、
「
勧
告
」
は
、

(
9〉

入
力
の
強
い
独
立
税
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
」
、
「
税
の
種
類
を
少
く
し
て
税
率
を
あ
る
程
度
高
く
す
る
こ
と
」
、
「
市
町
村
の
税
収
を
増
加
す

(
m
)
 

べ
き
こ
と
」
、
「
地
方
選
挙
民
の
必
要
と
要
求
に
応
じ
て
税
率
を
上
下
す
る
権
限
を
地
方
団
体
が
も
つ
べ
き
こ
と
」
を
提
案
し
て
い
る
が
、

「
地
方
団
体
は
歳

こ
れ
が
標
準
税
収
入
と
ど
う
い
っ
関
係
に
あ
る
の
か
不
明
瞭
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
地
方
団
体
の
独
立
税
を
強
化
し
、
地
方
税
率
を
高
め

る
提
案
は
当
然
地
方
税
収
入
を
増
大
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
が
標
準
税
収
入
に
反
映
さ
れ
る
と
、
平
衡
交
付
金
に
大
き
な
影
響
を
及

ぽ
す
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
勧
告
」
で
は
こ
の
こ
と
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

つ
ま
り
、
「
勧
告
し
に
お
い
て
、
標
準
税
収
入
と

実
瞭
の
税
収
入
の
君
離
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
、
不
明
確
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。



第
二
に
は
、

「
勧
告
」
の
標
準
税
収
入
額
は
標
準
税
率
に
よ
る
実
際
の
徴
収
額
で
は
な
く
て
、
標
準
税
率
に
よ
る
標
準
水
準
で
の
予
想

収
入
額
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
予
想
収
入
額
は
経
済
状
態
や
税
務
行
政
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
た
め
、
現
実
の
地
方
税
収
入
額
と
一

致
す
る
こ
と
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
こ
の
標
準
税
収
入
額
の
算
定
に
お
け
る
予
想
と
実
績
と
の
葉
離
の
問
題
で
あ
る
。
「
勧
告
」

は
、
不
況
等
の
経
済
状
況
に
よ
る
葉
離
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
は
国
の
責
任
で
処
理
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
国
か
ら
配
分
さ
れ
る
平
衡
交
付

金
の
増
額
を
主
張
し
、
平
衡
交
付
金
の
歳
入
調
節
機
能
と
し
て
特
徴
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
こ
れ
が
ど
こ
ま
で
完
全
に
行
わ

れ
う
る
か
が
問
題
で
あ
る
。
「
勧
告
」
は
、
「
各
地
方
へ
の
平
衡
交
付
金
の
金
額
は
そ
れ
を
支
払
う
年
度
の
初
め
に
算
定
し
、
そ
の
年
度
中

に
四
半
期
に
分
け
て
支
払
う
べ
き
で
あ
る
。
年
度
末
に
は
最
後
の
支
払
と
関
連
し
て
、
実
際
の
課
税
力
と
年
度
始
め
に
見
積
っ
た
そ
れ
と

の
聞
の
相
違
を
考
慮
す
る
た
め
に
調
整
が
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
決
算
手
続
き
上
現
実
の
税
収
入
が
確
定
す
る
の
は

早
く
て
も
翌
年
度
後
半
以
降
で
あ
り
、

「
勧
告
」
に
い
う
年
度
内
の
調
整
を
完
全
に
実
施
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
標
準
税
収
入
の

見
積
り
方
と
決
算
時
期
お
よ
び
標
準
税
収
入
の
算
定
時
期
と
の
軍
離
は
現
実
的
に
大
き
な
問
題
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
に
は
、
「
勧
告
」
の
中
で
推
計
し
て
い
る
一
九
五

0
年
度
の
平
衡
交
付
金
額
と
標
準
財
政
収
入
額
と
の
関
係
の
問
題
で
あ
る
。
「
勧

告
」
は
、

「
地
方
自
治
の
進
歩
を
望
む
な
ら
ば
地
方
団
体
が
こ
の
た
め
必
要
と
す
る
追
加
財
源
を
算
出
し
な
く
て
は
、
勧
告
は
有
効
な
も

の
だ
と
は
い
え
な
い
」
と
の
方
針
の
も
と
に
、

一
九
五

0
年
度
の
地
方
財
政
予
算
を
推
計
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
財
政
規
模
四
、
二
五

O
億
円
を
賄
う
財
源
と
し
て
、
地
方
税
一
、
九

O
O億
円
、
平
衡
交
付
金
一
、
ニ

O
O億
円
、

一
部
補
助
金
一
五

O
億
円
、
公
共
事
業
費

補
助
金
三

O
O億
円
、
地
方
債
限
度
額
三
五

O
億
円
等
を
計
上
し
て
い
る
。
し
か
し
平
衡
交
付
金
一
、
ニ

O
O億
円
の
算
定
方
法
つ
ま
り

標
準
財
政
需
要
額
も
標
準
税
収
入
額
も
具
体
的
に
は
全
く
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
と
く
に
「
勧
告
」
は
地
方
債
の
増
額
は
地
方
税

の
計
画
に
直
接
影
響
を
及
川
山
刊
と
も
述
べ
て
い
る
が
、
地
方
税
に
影
響
す
る
こ
と
は
当
然
平
衡
交
付
金
に
も
及
ぶ
は
ず
で
あ
る
。

し
か

シ
ャ
ウ
プ
一
般
平
衡
交
付
金
構
想
の
再
検
討
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二
四

し
、
勧
告
は
こ
れ
に
つ
い
て
は
全
く
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
び
こ
れ
マ
は
、
現
実
の
平
衡
交
付
金
の
計
算
は
、

「
勧
告
」
が
提
案
し
た
平
衡

交
付
金
の
「
理
論
的
」
計
算
と
は
無
縁
の
も
の
で
あ
っ
た
、
と
考
え
た
と
し
て
も
い
た
し
方
な
い
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
「
勧
告

lま

一
九
五

0
年
度
の
平
衡
交
付
金
額
を
こ
れ
ま
で
の
予
算
見
積
り
と
同
様
、
地
方
財
政
計
画
作
成
方
式
で
、
他
の
諸
財
源
等
を
勘
案
し

な
が
ら
、

「
上
か
ら
」
積
算
し
、

そ
の
た
め
、

平
衡
交
付
金
の
算
定
の
基
礎
で
あ
る
標
準
財
政
需
要
額
も
標
準
財
政
収
入
額
の
試
算
も

不
可
能
で
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
し
て
「
勧
告
」
は
こ
れ
ら
の
計
算
を
将
来
の
地
方
財
政
委
員
会
の
研
究
に
委
ね
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
の
平
衡
交
付
金
の
算
定
に
お
い
て
も
こ
の
地
方
財
政
計
画
方
式
で
平
衡
交
付
金
を
見
積
る
こ
と
が
踏
襲
さ
れ
、

「
勧
告
」
で

提
示
さ
れ
た
平
衡
交
付
金
の
「
下
か
ら
の
積
上
げ
方
式
」
と
い
う
「
理
論
的
」
計
算
方
式
は
実
質
的
に
は
ほ
と
ん
ど
主
導
的
な
役
割
を
果

さ
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

(
1
〉
佐
藤
進
教
授
は
前
掲
論
文
で
、
す
で
に
引
用
し
た
文
章
で
あ
る
が
、
標
準
税
収
入
の
計
算
は
そ
れ
ほ
ど
困
難
が
な
い
こ
と
を
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。
「
能
力
べ

l
ス
に
よ
る
配
分
で
は
、
課
税
力
を
と
る
か
、
租
税
以
外
の
経
常
的
地
方
収
入
を
ふ
く
め
た
収
入
力
を
と
る
か
は
と
も
か
く
、

そ
の
確
定
に
そ
れ
ほ
ど
困
難
は
な
い
。
・
・
・
:
:
地
方
交
付
税
制
度
を
め
ぐ
る
最
大
の
問
題
は
、
需
要
の
測
定
に
あ
り
、
基
準
財
政
収
入
の
測
定
に

は
そ
れ
ほ
ど
問
題
が
な
い
と
み
て
よ
い
」
。

(
2
)
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〈
o-・ロ戸〉同】円}叩
M
M
(

は
H
・同)・〉ピ・

(
3
)
L
S
に
・
・
ゅ
・
〉
U
H
・

(
4
〉
単
位
・
・
日
u

・〉匡・

(

5

)

岡崎」守口ミ"〈
C
F
H
・匂
-
N
E
・

(

6

)

河
町
』
ロ
ロ
ユ
w
J
1
0戸

H
H
H
W
]
U
・〉
N
m
-

(
7
X
8〉

L
h
即位
-
w
H
Y
K
F
N叶・

(

9

)

均時』守口ミ・〈
O
H

・H
・
-
u
-
N
A
H
・

ハ
叩
)
〈
日

)
L
5・弘
-
-
H
Y
N
ω
・



(uxn)
同
削
除
込
己
主
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C
M
・
E
・
-ykrω
ゲ

(

U
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色
、
F
〈
D
H
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-
M
Y
N
H
・

(日
)
L
E
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・
-
H
Y
N叶・む

す
び
に
か
え
て

本
稿
は
シ
ャ
ウ
プ
勧
舎
の
一
般
平
衡
交
付
金
構
想
を
内
在
的
に
検
討
す
る
こ
と
を
中
心
課
題
に
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
平
衡
交
付

金
構
想
を
「
勧
告
」
の
財
政
自
治
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
基
本
的
考
え
方
を
明
確

ι把
え
、
平
衡
交
付
金
算
定
の
具
体
的
し
く

み
を
検
討
し
て
、
平
衡
交
付
金
構
想
の
す
ぐ
れ
た
進
歩
的
側
面
と
限
界
及
び
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
今

日
破
綻
に
瀕
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
地
方
交
付
税
制
度
の
課
題
に
根
本
的
に
応
え
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
地
方
財
政
調

整
制
度
の
議
論
の
発
展
の
た
め
に
も
必
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
な
意
図
で
平
衡
交
付
金
構
想
を
考
察
し
た
に
し
て
は
本
稿
は
あ
ま
り
に
も
制
度
的
面
に
拘
泥
し
て
い
る
き
ら
い
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
本
稿
の
平
衡
交
付
金
構
想
の
究
明
の
仕
方
が
い
か
に
形
式
的
、
制
度
的
詮
索
に
か
た
よ
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
て

も
、
政
治
、
財
政
上
の
制
度
的
員
主
化
の
追
求
が
、
資
本
主
義
の
経
済
社
会
体
制
の
根
本
的
視
点
か
ら
、
全
般
的
、
歴
史
的
に
分
析
す
る

」
と
に
劣
ら
ず
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
平
衡
交
付
金
構
想
の
基
本
的
ね
ら
い
は
、

一
般
的
に
い
え
ば
、
地
方
団
体
聞
の
財
政
力
を
均
衡
化
し
、
地
方
団
体
の
自
由

な
施
策
を
可
能
に
す
る
た
め
の
財
政
上
の
地
方
自
治
の
基
盤
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
現
の
可
能
性
と
い
う
観
点
か
ら

み
れ
ば
、
構
想
自
体
に
も
多
く
の
究
明
す
べ
き
問
題
点
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
勧
告
の
主
張
す
る
地

シ
ャ
ウ
プ
一
般
平
衡
交
付
金
構
想
の
再
検
討

一
二
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付
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検
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一
二
六

方
団
体
の
独
立
税
主
義
、
白
主
課
税
権
の
拡
大
と
い
7
財
政
上
の
地
方
自
治
と
地
方
団
体
聞
の
財
政
力
の
均
衡
化
と
は
、
今
日
の
資
本
主

義
体
制
の
も
と
で
は
、
と
く
に
経
済
の
地
域
的
不
均
等
発
展
が
存
在
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
二
律
背
反
に
落
入
ら
ざ
る
を
得
な
く
、
根
本
的

解
決
は
困
難
で
あ
り
、
勧
告
の
平
衡
交
付
金
構
想
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
資
本
蓄
積
を
阻
害
し
な
い
こ
と
を
前
提
に

地
方
税
財
政
改
革
を
考
え
よ
う
と
し
た
「
勧
告
」
の
当
然
の
帰
結
で
あ
る
が
、

「
勧
脅
」
に
お
い
て
は
、
こ
の
と
と
は
明
確
に
さ
れ
て
い

な
い
し
、
ま
た
意
識
さ
れ
て
も
い
な
い
。
第
二
に
は
、
平
衡
交
付
金
構
想
と
「
勧
告
」
に
お
け
る
そ
の
他
の
改
革
案
と
は
緊
密
な
相
互
依

存
的
関
係
に
あ
り
、
構
想
の
現
実
化
の
た
め
に
は
、
そ
れ
ら
の
諸
改
革
の
徹
底
化
は
不
可
欠
な
前
提
を
な
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
三

に
は
、
平
衡
交
付
金
の
算
定
方
法
と
そ
の
決
定
過
程
に
お
い
て
は
、
中
犬
政
府
の
怒
意
的
介
入
を
阻
止
し
、
地
方
団
体
の
必
要
と
財
源
を

考
慮
し
た
も
の
に
改
革
し
よ
う
と
し
て
考
案
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
下
か
ら
の
積
上
げ
方
式
」
と
い
う
、
優
れ
た
進
歩
的
面
を
内
包
し
て
い

る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
が
、
平
衡
交
付
金
の
総
額
の
確
保
、
標
準
的
計
算
と
現
実
の
講
離
、
標
準
財
政
需
要
額
や
標
準
財
政
収
入
額
の
計

算
要
素
で
あ
る
「
測
定
単
位
」
、

「
単
位
費
用
L
、
「
標
準
税
率
」
の
決
定
等
の
重
要
な
問
題
が
未
解
決
の
ま
ま
存
在
し
て
い
る
点
も
少
な

く
な
い
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
の
議
論
の
展
開
が
、
平
衡
交
付
金
の
限
界
お
よ
び
問
題
点
を
浮
彫
り
に
し
て
い
る
た
め
、
平
衡
交
付
金
構
想
に
は
欠
陥
ば
か
り
が

日
に
つ
く
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
平
衡
交
付
金
構
想
は
、

「
勧
告
」
の
そ
の
他
の
財
政
自
治
の
改
革
案
と
と
も

ι、

相
互
に
補
か
ん
し
合
う
関
係
を
も
っ
て
、
日
本
の
地
方
自
治
の
発
展
に
不
可
欠
な
存
在
と
し
て
考
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
高
く

評
価
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。




